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輪
廻
と
超
越

i
『
城
邑
経
』
の
縁
起
説
と
そ
の
解
釈
1

梶
　
山
　
雄
　
一

　
本
稿
は
縁
起
説
を
主
題
と
す
る
が
、
原
始
仏
教
の
縁
起
説
を
論
ず
る
も
の
で
は
な
く
、
縁
起
説
の
発
展
が
後
代
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
、
大
乗
仏
教
思
想
の

生
成
に
い
か
に
寄
与
し
た
か
を
、
『
城
邑
経
』
を
手
が
か
り
と
し
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
言
及
す
る
十
二
支
縁
起
と
は
、
（
1
）
老
死

（
老
い
死
ぬ
こ
と
）
・
（
2
）
生
（
生
ま
れ
る
こ
と
）
・
（
3
）
有
（
生
存
）
・
（
4
）
取
（
執
着
）
・
（
5
）
渇
愛
（
妄
執
）
・
（
6
）
受
（
感
受
）
・
（
7
）

触
（
接
触
）
・
（
8
）
六
処
（
六
つ
の
領
域
、
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
の
六
器
官
）
・
（
9
）
二
色
（
名
称
と
形
態
。
、
の
ち
に
物
質
的
存
在
・
感
受
・

表
象
・
意
欲
・
思
惟
ま
た
は
意
識
の
五
蕩
）
・
（
1
0
）
識
（
認
識
作
用
）
・
（
1
1
）
行
（
潜
在
的
形
成
力
）
・
（
1
2
）
無
明
（
真
実
相
の
無
知
）
と
い
う
十
二

の
支
分
か
ら
な
る
。
こ
の
十
二
支
は
四
通
り
の
仕
方
で
観
察
さ
れ
る
。
e
流
転
分
逆
観
。
老
死
か
ら
始
め
て
そ
の
根
拠
を
追
求
し
、
遡
っ
て
無
明
に
い

た
る
。
⇔
流
転
分
順
観
。
無
明
か
ら
始
め
て
そ
の
結
果
を
追
求
し
、
降
っ
て
老
死
に
い
た
る
◎
⇔
還
滅
分
逆
観
。
老
死
の
減
の
根
拠
を
追
求
し
、
遡
っ

て
無
明
の
減
に
い
た
る
。
⑳
墨
筆
分
順
観
。
無
筆
の
滅
か
ら
始
め
て
そ
の
結
果
を
追
求
し
、
降
っ
て
老
死
の
滅
に
い
た
る
。
こ
の
四
通
り
の
観
察
の
仕

方
の
呼
び
名
は
古
典
に
お
い
て
も
、
現
代
の
学
者
に
よ
っ
て
も
、
種
々
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
引
用
の
場
合
を
除
き
、
上
記
の
四
つ
の
呼
び
名
を
用

い
る
（
『
大
毘
婆
沙
論
』
に
よ
る
）
。

縁
起
説
と
城
邑
経

　
一
九
五
六
年
に
武
内
義
範
氏
は
「
縁
起
説
に
於
け
る
相
女
性
の
問
題
」
と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
、
原
始
仏
教
に
於
け
る
縁
起
の
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

を
宗
教
的
実
存
の
自
覚
の
論
理
と
し
て
理
解
し
よ
う
、
と
い
う
新
し
い
解
釈
を
試
み
た
。
こ
の
論
文
の
な
か
で
氏
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
、

原
始
仏
教
の
縁
起
説
の
伝
統
的
解
釈
を
批
判
し
て
革
命
的
な
新
解
釈
を
提
案
し
た
宇
井
伯
寿
・
和
辻
哲
郎
の
二
氏
の
学
説
を
再
批
判
し
つ



　
　
つ
、
い
わ
ぽ
第
三
の
立
場
と
し
て
の
宗
教
的
実
存
の
論
理
を
主
張
し
た
。
武
内
氏
は
『
盧
東
経
』
の
十
支
縁
起
が
「
奮
え
ぽ
二
つ
の
垣
戸

　
　
が
、
相
互
に
相
ひ
依
っ
て
立
つ
如
く
、
そ
れ
と
同
じ
く
虹
色
に
縁
っ
て
識
が
あ
り
、
識
に
縁
っ
て
名
色
が
あ
る
。
五
色
に
縁
っ
て
六
入
が

　
　
あ
る
。
心
入
に
縁
っ
て
触
が
あ
る
。
…
…
か
く
し
て
全
野
纏
の
集
が
あ
る
。
若
し
こ
れ
ら
の
薩
束
の
中
、
一
つ
を
取
り
去
れ
ば
、
一
つ
は

　
　
替
れ
る
で
あ
ろ
う
。
他
を
取
り
去
れ
ば
他
は
遮
れ
る
で
あ
ら
う
。
そ
れ
と
同
じ
く
名
色
の
滅
に
縁
っ
て
識
の
滅
が
あ
り
、
識
の
滅
に
縁
っ

　
　
て
名
色
の
滅
が
あ
る
。
名
色
の
減
に
縁
っ
て
六
入
の
滅
が
あ
る
。
六
入
の
滅
に
縁
っ
て
触
の
滅
が
あ
る
。
…
…
か
く
し
て
重
苦
纏
が
滅

　
　
す
る
。
」
と
語
る
の
を
引
き
、
「
こ
こ
で
語
ら
れ
て
み
る
の
は
、
二
の
薩
束
が
支
へ
あ
っ
て
立
つ
如
く
に
、
識
と
三
色
と
が
相
ひ
依
っ
て

　
　
成
立
し
て
み
る
と
言
う
だ
け
の
こ
と
で
は
な
い
。
こ
の
讐
喩
が
強
調
し
よ
う
と
し
て
み
る
の
は
、
む
し
ろ
二
つ
の
藍
東
の
相
ひ
依
っ
て
立

　
　
つ
と
い
ふ
盧
束
の
存
在
成
立
の
根
拠
が
、
そ
の
ま
ま
そ
れ
の
崩
落
の
根
拠
で
も
あ
る
と
雷
ふ
点
で
あ
る
。
故
に
存
在
の
根
拠
が
一
転
し
て

　
　
た
だ
ち
に
根
拠
の
崩
落
に
翻
へ
る
」
と
解
釈
し
た
。

　
　
　
武
内
氏
は
さ
ら
に
『
城
邑
経
』
に
注
目
し
、
そ
の
パ
ー
リ
型
『
ナ
ガ
ラ
経
』
（
ω
累
戸
や
H
O
合
Z
9
・
α
q
。
屋
）
、
漢
訳
の
対
応
経
で
あ
る
『
雑
阿

　
　
含
』
第
二
八
七
経
（
大
正
二
、
八
O
b
）
と
『
増
一
阿
含
経
』
第
三
十
一
巻
第
四
経
（
大
正
二
、
七
一
八
a
）
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
　
『
雑
阿
含
』
第
二
八
七
経
が
典
型
的
な
『
城
邑
経
』
で
あ
る
が
、
こ
の
経
は
、
老
死
の
根
拠
を
求
め
て
生
を
見
出
し
、
生
か
ら
有
、
さ
ら

　
　
に
取
・
愛
・
受
・
触
・
黒
糖
・
名
色
・
識
へ
と
根
拠
を
求
め
て
遡
っ
て
行
く
が
、
そ
こ
で
止
ま
り
、
「
我
れ
こ
の
思
惟
を
作
す
と
き
、
識

　
　
　
か
ぎ

　
　
を
斉
っ
て
還
り
、
彼
を
過
ぐ
る
あ
た
わ
ず
」
と
い
う
。
そ
し
て
識
か
ら
逆
戻
り
し
て
、
識
に
縁
っ
て
名
君
あ
り
、
乳
色
に
縁
っ
て
細
入
あ

　
　
り
…
…
生
に
縁
っ
て
老
（
病
）
死
（
憂
悲
悩
苦
）
あ
り
、
と
因
か
ら
果
へ
と
観
察
す
る
。
つ
ま
り
流
転
分
（
順
観
）
は
老
死
か
ら
識
ま
で

　
　
の
十
支
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
還
減
分
（
逆
観
）
に
お
い
て
、
何
が
な
い
と
き
に
老
死
が
な
い
か
、
と
各
支
の
消
滅
を
観
察
す
る
と
き
に
は
、

　
　
次
第
に
遡
っ
て
、
識
が
な
い
と
き
に
名
色
は
な
く
、
行
が
な
い
と
き
に
識
は
な
く
、
無
明
が
な
い
と
き
に
行
は
な
い
、
と
い
い
、
ま
た
逆

　
　
に
、
無
明
の
滅
か
ら
行
の
滅
、
な
い
し
、
生
の
滅
か
ら
老
死
の
滅
へ
と
観
察
し
降
る
。
つ
ま
り
還
滅
分
で
は
行
、
無
明
を
加
え
た
十
二
支

25

@
の
観
察
を
行
な
っ
て
い
る
。

13　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
五
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哲
学
研
究
　
鱈
知
五
｝
日
五
十
口
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ご
噸
六

　
武
内
氏
が
『
城
邑
経
』
の
パ
ー
リ
文
と
考
え
た
『
ナ
ガ
ラ
経
』
で
は
流
転
分
も
還
寸
分
も
と
も
に
、
老
死
か
ら
識
ま
で
の
十
島
で
あ
り
、

し
か
も
識
と
名
馬
と
は
、
「
識
が
あ
る
が
故
に
名
色
が
あ
る
…
…
名
色
が
あ
る
が
故
に
識
が
あ
る
」
お
よ
び
「
識
が
な
い
が
故
に
名
書
が

な
い
…
…
濡
色
が
な
い
が
故
に
識
が
な
い
」
と
い
っ
て
、
識
と
焦
色
、
識
の
滅
と
名
望
の
滅
と
は
相
依
性
を
示
し
て
い
る
。
『
増
一
阿
含

経
』
第
三
十
一
巻
第
四
経
で
は
、
ふ
つ
う
「
触
」
「
受
」
「
取
」
と
訳
さ
れ
る
第
六
、
七
、
九
の
三
智
が
そ
れ
ぞ
れ
「
更
楽
」
「
痛
」
「
受
」

と
漢
訳
さ
れ
て
い
る
う
え
に
そ
の
支
分
の
数
に
乱
れ
が
あ
る
。
武
内
氏
は
、
門
経
は
十
四
支
よ
り
な
る
も
の
と
数
え
た
が
、
十
二
支
と
見

　
　
　
　
　
（
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

る
こ
と
も
で
き
る
。
同
氏
は
新
刊
の
英
訳
論
文
集
に
お
い
て
は
、
こ
の
『
増
一
阿
含
経
』
へ
の
言
及
の
部
分
を
削
除
訂
正
し
て
い
る
。
こ

の
経
は
、
『
城
邑
経
』
の
一
変
型
で
は
あ
る
が
、
か
な
り
遠
ざ
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
武
内
氏
は
言
っ
た
。
「
さ
て
ω
巴
利
文
城
邑
経
、
②
雑
阿
含
の
対
応
経
、
③
自
然
的
順
序
の
十
二
全
縁
財
経
（
梶
山
注
。
流
転
分
、
還

滅
分
と
も
に
十
二
支
か
ら
な
る
ふ
つ
う
の
十
二
支
縁
起
の
流
転
分
の
こ
と
）
－
今
そ
の
一
部
を
引
用
し
た
増
一
阿
馬
長
は
こ
の
経
の
増

広
せ
ら
れ
た
形
態
に
す
ぎ
な
い
一
を
な
ら
べ
る
と
、
識
と
名
器
の
相
器
相
関
を
説
く
十
支
の
縁
起
経
が
、
如
何
に
し
て
発
展
し
て
十
二

支
縁
起
経
に
な
っ
て
行
っ
た
か
の
過
程
が
明
瞭
に
理
解
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
の
み
で
は
な
い
。
雑
阿
含
の
対
応
経
は
も
う
一
つ
の

重
要
な
事
実
を
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
み
る
。
そ
れ
は
十
支
縁
起
説
が
十
二
支
縁
起
説
に
移
る
と
き
に
、
最
初
は
逆
観
（
還
滅
分
）
だ
け
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

先
づ
十
二
支
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
何
を
意
味
す
る
で
あ
ら
う
か
。
無
明
と
行
と
の
二
支
は
、
実
は
た
だ
十
王
を

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

説
明
す
る
為
に
の
み
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
P
　
無
明
と
行
と
が
後
に
雑
観
に
も
加
へ
ら
れ
た
の
は
、
い
は
ば
体
裁
を
整
へ

る
為
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
さ
う
だ
と
す
る
と
無
明
は
「
無
明
の
滅
に
縁
っ
て
行
（
の
滅
）
が
あ
る
し
と
い
ふ
か
た
ち
で
、
行
は
「
行

の
滅
に
縁
っ
て
識
（
の
滅
）
が
あ
る
」
と
い
ふ
か
た
ち
で
、
始
め
て
、
充
分
な
意
味
を
発
揮
す
る
概
念
で
あ
る
。
無
明
が
行
を
、
行
が
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

を
肯
定
的
に
直
接
条
件
付
け
る
こ
と
が
眼
閣
で
は
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
様
な
無
明
と
行
と
の
縁
と
し
て
の
有
り
方
は
、
非
常
に
特
殊
な
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の
で
、
さ
き
に
は
根
拠
の
蘇
へ
り
を
論
じ
、
根
拠
の
自
覚
が
同
時
に
そ
の
否
定
超
越
で
あ
る
と
し
た
が
、
．
正
し
く
そ
の
麗
な
意
味
で
の
縁

へ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が
こ
こ
で
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
…
…
わ
れ
わ
れ
は
さ
き
に
そ
の
様
な
根
拠
の
自
覚
を
夢
だ
と
知
る
こ
と
に
讐
へ
た
。
夢
は
い
つ
で
も
夢



で
あ
っ
た
と
し
て
の
み
知
ら
れ
る
。
」

二
　
城
邑
経
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
　
『
雑
阿
含
』
第
二
八
七
経
、
つ
ま
り
漢
訳
『
城
邑
経
』
の
一
典
型
に
は
、
和
辻
哲
郎
氏
も
す
で
に
言
及
し
て
い
た
。
し
か
し
和
辻
氏
は

　
　
こ
の
経
に
、
ブ
ッ
ダ
が
過
去
の
諸
仏
の
行
き
し
古
き
道
を
見
出
し
た
と
い
わ
れ
る
こ
と
、
縁
起
の
観
察
が
八
正
道
と
同
定
さ
れ
て
い
る
こ

　
　
と
に
注
目
し
た
の
で
あ
っ
て
、
流
転
分
十
支
、
還
減
分
十
二
支
と
い
う
こ
の
経
の
字
書
に
立
ち
入
っ
た
省
察
は
行
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　
　
ま
さ
に
こ
の
経
の
こ
の
特
徴
を
原
始
仏
教
の
縁
起
説
の
生
成
過
程
の
解
明
と
そ
の
意
味
の
考
察
の
た
め
に
用
い
た
の
は
、
武
内
義
範
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
は
じ
め
て
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
世
界
の
仏
教
文
献
学
界
に
お
い
て
『
城
邑
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
、
前
記
『
雑
誌
含
』
第
二

　
　
八
七
経
以
外
の
漢
訳
対
応
経
、
そ
れ
に
対
す
る
説
一
切
有
部
や
喩
伽
行
（
唯
識
）
学
派
の
古
匠
た
ち
の
注
脚
な
ど
が
続
々
と
発
見
、
解
読
、

　
　
研
究
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
従
来
の
縁
起
説
の
諸
研
究
老
が
、
二
、
三
の
学
老
を
例
外
と
し
て
、
『
城
邑
経
』
を
あ
ま
り
と
り
あ
げ
る
こ

　
　
と
が
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
漢
訳
の
み
に
存
在
す
る
、
し
た
が
っ
て
あ
ま
り
権
威
の
な
い
経
典
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
が

　
　
1
武
内
氏
が
『
城
邑
経
』
と
呼
ん
だ
パ
ー
リ
『
ナ
ガ
ラ
経
』
は
、
今
日
の
学
界
で
は
『
城
邑
経
』
の
範
疇
に
入
れ
な
い
よ
う
に
な
っ
て

　
　
い
る
一
諸
種
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
を
初
め
、
蔵
・
漢
に
わ
た
る
重
要
な
論
書
の
引
用
、
解
繹
が
多
数
発
見
さ
れ
た
今
B
で
は
、
『
城
邑

　
　
経
』
は
縁
起
説
研
究
の
た
め
の
最
も
重
要
な
資
科
と
な
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
哲
学
者
の
直
観
と
思
索
が
文
献
学
を
先
導
し
、

　
　
文
献
学
が
哲
学
者
の
勇
み
足
を
訂
し
な
が
ら
、
嵩
置
っ
て
学
聞
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
の
好
箇
の
事
例
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
、
『
城
邑
経
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
の
特
徴
と
そ
の
文
献
学
の
発
展
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
　
縁
起
説
を
記
す
経
典
は
数
多
い
が
、
そ
れ
ら
の
う
ち
、
過
去
仏
（
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ヅ
ダ
の
場
合
が
多
い
が
、
ヴ
ィ
パ
ッ
シ
ー
仏
な
ど
の

　
　
場
合
も
あ
る
）
の
成
道
の
と
き
の
思
索
の
過
程
を
記
し
、
そ
の
思
索
の
内
容
が
縁
起
説
と
な
っ
て
い
る
経
典
あ
る
い
は
一
部
の
論
書
所
引

腰
　
の
経
文
を
、
「
縁
起
成
道
経
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
縁
起
成
道
経
に
記
さ
れ
る
縁
起
説
に
は
、
㈲
流
転
分
．
還
滅
分
と
も
に
十
二
支
よ

1　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
七
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三
二
八

わ
な
る
も
の
（
十
九
例
）
、
㈲
流
転
分
燕
支
・
還
区
分
十
二
支
よ
り
な
る
も
の
（
十
八
例
）
、
ω
流
転
分
・
還
減
分
と
も
に
十
支
よ
り
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

も
の
（
二
例
）
、
⑥
流
転
分
・
還
乱
撃
と
も
に
五
支
よ
り
な
る
も
の
（
四
例
）
な
ど
、
計
四
十
三
例
が
数
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
縁
起
成
道
経
の
う
ち
、
流
転
分
の
み
が
十
支
縁
起
で
、
還
滅
分
が
十
二
支
縁
起
と
な
っ
て
い
る
も
の
を
、
椎
尾
弁
匡

氏
、
村
上
真
完
茂
に
し
た
が
っ
て
、
「
城
邑
経
」
類
と
名
づ
け
る
。
さ
き
の
分
類
㈲
の
十
八
例
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
武
内
氏
が
と
り
あ
つ

か
っ
た
三
塁
の
う
ち
の
パ
ー
リ
『
ナ
ガ
ラ
経
』
、
『
増
一
阿
含
経
』
三
十
一
巻
第
四
経
な
ど
は
十
支
・
十
二
支
と
い
う
形
を
と
ら
な
い
の
で
、

㈲
城
口
巴
経
類
か
ら
は
ず
す
。
前
者
は
縁
起
成
道
経
◎
に
、
後
者
は
㈲
に
分
類
さ
れ
る
。

　
㈲
城
邑
経
類
の
う
ち
、
完
備
し
た
縁
起
説
の
記
述
は
次
の
よ
う
な
形
を
も
つ
。
（
経
典
に
よ
っ
て
多
少
の
異
同
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
）

　
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
あ
る
い
は
そ
の
他
の
過
去
仏
が
シ
ュ
ラ
ー
ヴ
ァ
ス
テ
ィ
ー
の
祇
園
精
舎
に
住
し
、
比
丘
た
ち
に
話
し
か
け
る
。

「
比
丘
た
ち
よ
、
さ
き
に
私
が
、
無
上
に
し
て
完
全
な
さ
と
り
を
さ
と
っ
て
い
な
い
で
、
た
だ
一
人
、
止
処
に
退
い
て
い
た
と
き
、
心
に

次
の
よ
う
な
考
え
が
起
こ
っ
た
。
あ
エ
こ
の
世
間
は
、
生
ま
れ
て
は
老
い
、
死
し
、
死
し
て
は
ま
た
生
ま
れ
、
苦
に
お
ち
い
っ
て
い
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
有
情
は
そ
の
老
死
の
外
に
逃
れ
る
道
を
ほ
ん
と
う
に
知
ら
な
い
と
。
そ
の
私
に
こ
の
よ
う
な
考
え
が
起
こ
っ
た
。
何
が

あ
る
と
き
に
老
死
が
あ
る
の
か
、
何
を
条
件
と
し
て
老
死
は
あ
る
の
か
と
。
真
理
を
根
本
的
に
観
察
し
て
い
た
私
に
如
実
な
理
解
が
起
こ

っ
た
。
生
が
あ
る
と
き
に
老
死
が
あ
る
。
生
を
条
件
と
し
て
老
死
が
あ
る
。

　
こ
う
し
て
老
死
〔
老
病
死
憂
悲
苦
悩
悶
〕
↓
生
（
誕
生
）
↓
有
（
生
存
・
活
動
）
↓
取
（
執
着
）
↓
愛
（
渇
愛
）
↓
受
（
感
受
）
↓
触

　
（
接
触
）
↓
六
処
（
六
種
の
認
識
の
場
）
↓
二
色
（
名
称
と
形
態
。
あ
る
い
は
物
質
・
感
受
・
表
象
・
意
欲
・
思
惟
の
五
菰
）
↓
識
（
意

識
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　
「
識
が
あ
る
と
き
緋
色
は
あ
る
。
識
を
条
件
と
し
て
下
色
は
あ
る
。
何
が
あ
る
と
き
に
識
は
あ
る
の
か
。
何
を
条
件
と
し
て
識
は
あ
る

の
か
。
土
色
が
あ
る
と
き
に
識
が
あ
る
、
名
色
を
条
件
と
し
て
識
は
あ
る
。
そ
の
私
の
考
え
は
識
か
ら
た
ち
返
り
、
そ
れ
を
超
え
て
は
起



　
　
こ
ら
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
識
を
条
件
と
し
て
名
色
は
あ
り
、
送
電
を
条
件
と
し
て
擬
足
は
あ
り
…
…
生
を
条
件
と
し
て
老
死
憂
悲
苦

　
　
悩
悶
が
起
こ
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
ひ
と
え
に
苦
な
る
大
き
な
集
り
が
生
起
す
る
の
で
あ
る
。
L

　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
老
死
の
苦
の
根
拠
を
肯
定
的
に
記
述
す
る
過
程
を
流
転
分
と
い
う
。
そ
の
う
ち
老
死
か
ら
識
へ
と
さ
か
の
ぼ
る
過
程
を

　
　
流
転
分
逆
観
と
い
い
、
識
か
ら
老
死
へ
と
降
下
す
る
過
程
を
流
転
分
順
観
と
名
づ
け
る
。
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『
城
邑
経
』
は
、

　
　
流
転
分
が
十
支
で
あ
る
こ
と
を
特
徴
と
す
る
。
し
か
も
、
第
九
、
第
十
支
に
お
い
て
、
「
識
を
条
件
と
し
て
名
色
あ
り
、
遜
色
を
条
件
と

　
　
し
て
識
が
あ
る
」
と
、
識
と
鳶
色
の
相
身
性
を
示
す
一
類
と
、
虫
尽
性
を
示
さ
ず
、
名
色
↓
識
と
さ
か
の
ぼ
り
、
た
だ
ち
に
識
↓
名
色
…

　
　
…
↓
老
死
と
折
り
返
す
も
の
の
一
類
と
、
『
城
邑
経
』
に
は
二
類
が
あ
る
。

　
　
　
そ
の
あ
と
経
典
は
云
う
。
「
そ
の
私
に
こ
の
よ
う
な
考
え
が
起
こ
っ
た
。
何
が
な
い
と
き
に
老
死
は
な
い
の
か
。
何
が
滅
す
る
こ
と
よ

　
　
り
老
死
は
減
す
る
か
、
と
。
真
理
を
根
本
的
に
観
察
し
て
い
る
そ
の
私
に
次
の
よ
う
な
如
実
な
理
解
が
生
じ
た
。
生
が
な
い
と
き
に
老
死

　
　
は
な
い
。
生
が
滅
す
る
こ
と
よ
り
老
死
は
滅
す
る
…
…
何
が
な
い
と
き
に
識
は
な
い
の
か
。
何
が
滅
す
る
こ
と
よ
り
識
は
滅
す
る
か
。
行

　
　
が
な
い
と
ぎ
に
識
は
な
い
。
行
が
滅
す
る
か
ら
識
は
減
す
る
。
何
が
な
い
と
き
に
行
は
な
い
の
か
。
何
が
滅
す
る
か
ら
行
は
滅
す
る
の
か
。

　
　
無
明
が
な
い
と
き
に
行
は
な
い
。
無
明
が
滅
す
る
か
ら
行
は
滅
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
無
明
の
滅
よ
り
行
の
滅
が
あ
り
、
行
の
滅
よ
り
識

　
　
の
滅
が
あ
り
、
識
の
滅
よ
り
名
色
の
滅
が
あ
り
…
…
生
の
滅
よ
り
老
死
の
減
が
あ
り
、
丁
丁
苦
悩
悶
は
滅
す
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
の
ひ
と

　
　
え
に
苦
な
る
も
の
の
集
ま
り
の
滅
が
あ
る
」
と
。

　
　
　
こ
の
老
死
の
滅
の
根
拠
を
生
の
滅
に
、
生
の
滅
の
根
拠
を
有
に
、
と
い
う
よ
う
に
苦
の
消
滅
の
根
拠
を
追
求
す
る
後
段
を
還
滅
分
と
い

　
　
N
、
そ
の
う
ち
老
死
か
ら
無
明
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
過
程
を
諦
観
、
無
明
か
ら
老
死
ま
で
降
下
す
る
過
程
を
順
観
と
呼
ぶ
。
『
城
邑
心
門
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
は
こ
の
還
滅
分
は
、
識
を
越
え
て
行
、
無
明
に
ま
で
達
し
、
逆
観
・
順
観
と
も
十
二
支
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
還
減
分
の
記
述
の
あ
と
、
経
典
は
、
ブ
ッ
ダ
が
、
自
分
は
古
の
仙
人
た
ち
が
行
き
、
従
っ
た
古
道
を
見
出
し
、
そ
の
道
を
た
ど
っ
て
古

29
@
城
を
見
た
、
と
い
い
、
さ
ら
に
そ
の
古
道
と
は
八
正
道
に
他
な
ら
ず
、
そ
の
八
正
道
に
従
っ
て
老
死
、
生
な
ど
縁
起
各
支
（
つ
ま
り
苦
）

13　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
九
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（
9
）

と
そ
の
生
起
（
集
）
、
そ
の
滅
、
そ
の
滅
に
至
る
道
を
見
た
、
と
言
う
次
第
を
記
述
す
る
。
こ
の
古
仙
人
た
ち
の
歩
ん
だ
古
道
を
た
ど
っ

て
古
城
を
見
た
、
と
い
う
喩
が
あ
る
こ
と
に
、
こ
の
経
典
が
『
城
邑
経
』
と
い
わ
れ
る
理
由
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
後
文
は
縁
起
説
と
八
正

道
と
四
諦
と
を
統
一
す
る
意
図
の
も
と
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
。

三
　
城
邑
経
の
資
料

　
前
世
紀
末
葉
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
グ
リ
ュ
ン
ウ
ェ
ー
デ
ル
、
ペ
リ
オ
、
シ
ュ
タ
イ
ン
、
ヘ
デ
ィ
ン
、
ル
・
コ
ッ
ク
、
オ
ル
デ

ン
ブ
ル
ク
、
ペ
ト
ロ
フ
ス
キ
ー
、
ヘ
ル
ソ
レ
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ト
ン
、
大
谷
な
ど
の
中
央
ア
ジ
ア
探
険
隊
は
、
考
古
学
・
美
術
の
遺
物
の

蒐
集
の
ほ
か
に
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
、
ウ
イ
グ
ル
、
ソ
グ
ド
、
コ
ー
タ
ン
、
蔵
、
漢
の
諸
語
に
わ
た
る
古
文
献
を
も

持
ち
帰
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
う
ち
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
プ
ラ
ー
ク
リ
ッ
ト
の
小
乗
経
典
の
文
献
に
限
っ
て
言
え
ば
、
，
早
く
か
ら
ピ
ッ

シ
ェ
ル
、
ヘ
ル
ソ
レ
、
レ
ヴ
ィ
、
ラ
・
ヴ
ア
レ
・
プ
サ
ン
、
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
な
ど
に
よ
っ
て
解
読
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ワ
ル
ト
シ

ュ
ミ
ッ
ト
は
す
で
に
第
二
次
大
戦
前
に
梵
文
認
許
経
の
断
簡
の
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
校
訂
本
を
出
版
し
て
い
た
が
、
戦
後
、
『
ニ
ダ
ー
ナ

サ
ム
ユ
ク
タ
（
雑
阿
含
経
縁
起
品
）
』
『
大
酒
浬
小
食
』
『
四
山
蜂
』
『
大
本
経
』
な
ど
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
を
続
々
と
校
訂
出
版
し
た
。

『
法
楽
経
』
関
係
で
は
、
ブ
ラ
フ
の
『
ガ
ー
ン
ダ
ー
り
一
・
ダ
ル
マ
パ
ダ
』
（
一
九
六
二
）
、
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
の
『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ア
ル
ガ
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

（
一
九
六
五
）
狡
訂
と
い
う
偉
大
な
業
績
が
原
始
、
部
派
仏
教
研
究
に
革
命
的
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

　
（
ソ
グ
ド
語
小
乗
経
典
、
コ
ー
タ
ソ
語
大
乗
経
典
、
『
法
華
経
』
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
本
・
中
央
ア
ジ
ア
本
・
ギ
ル
ギ
ッ
ト
本
、
律
の
中
央

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ア
ジ
ア
・
ギ
ル
ギ
ッ
ト
本
の
校
訂
、
研
究
な
ど
に
つ
い
て
も
言
う
べ
き
こ
と
は
多
い
が
、
本
稿
は
そ
の
場
所
で
な
い
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
漢
訳
『
雑
阿
含
』
（
ω
鋤
営
冤
馬
鞭
σ
Q
鋤
導
麟
）
が
説
一
切
有
部
に
所
属
し
た
経
典
で
あ
る
こ
と
は
古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
最
近
の

『
ウ
ダ
ー
ナ
ヴ
ァ
ル
ガ
』
を
中
心
と
し
た
研
究
に
よ
っ
て
、
説
一
切
有
部
の
『
サ
ム
ユ
ク
タ
・
ア
ー
ガ
マ
』
に
古
伝
承
と
、
そ
れ
が
発
展

し
て
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
有
部
面
と
根
本
有
部
伝
と
に
分
れ
た
も
の
と
い
う
三
種
の
伝
承
が
あ
り
、
『
雑
踏
含
』
は
そ
の
根
本
有
部
伝
が
さ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
ら
に
変
形
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
『
サ
ム
ユ
ク
タ
・
ア
；
ガ
マ
』
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
書
か
れ
て
い
た
。

　
　
　
さ
て
、
元
来
は
『
サ
ム
ユ
ク
タ
・
ア
ー
ガ
マ
』
の
「
ニ
ダ
ー
ナ
・
サ
ム
ユ
ク
タ
」
（
縁
起
品
）
に
含
ま
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
城
邑

　
　
経
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
は
現
在
ま
で
四
本
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

　
　
　
（
1
）
ペ
リ
オ
が
敦
煙
付
近
で
発
見
し
た
写
本
断
片
を
レ
ヴ
ィ
が
校
訂
し
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
（
2
）
イ
ン
ド
本
土
ゴ
ー
パ
ー
ル
プ
ル
の
古
塚
の
煉
瓦
に
刻
ま
れ
て
い
た
も
の
で
、
ジ
ョ
ー
ン
ズ
ト
ン
の
狡
訂
し
た
も
の
。

　
　
　
（
3
）
ド
イ
ツ
探
険
隊
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
で
発
見
し
た
写
本
を
、
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
復
元
し
、
村
上
真
完
氏
が
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
校
訂
を
訂
正
し
た
も
の
。

　
　
　
（
4
）
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
が
流
転
分
、
昏
昏
分
と
も
に
十
支
縁
起
と
し
た
『
マ
ハ
ー
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
。
ス
ー
ト
ラ
』
（
『
長
阿
含
』
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
　
本
経
）
散
文
部
分
の
縁
起
説
を
吹
田
隆
道
属
が
訂
正
し
た
も
の
。

　
　
　
（
1
）
の
写
本
は
欠
落
部
分
の
多
い
写
本
で
あ
る
が
、
レ
ヴ
ィ
の
推
定
し
た
よ
う
に
、
前
文
、
後
文
か
ら
見
て
も
こ
れ
は
『
雑
阿
含
』

　
　
城
邑
経
に
あ
た
る
。
縁
起
説
の
還
滅
分
は
た
し
か
に
十
二
支
で
あ
る
が
、
流
転
分
は
欠
落
し
て
い
て
、
十
悪
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

　
　
と
名
色
の
相
依
を
説
く
か
ど
う
か
も
分
ら
な
い
。
村
上
氏
は
、
流
転
分
が
十
支
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、
と
い
う
。

　
　
　
（
2
）
は
四
個
の
煉
瓦
墨
描
で
あ
る
が
、
さ
き
に
V
・
A
・
ス
ミ
ス
と
ホ
ー
イ
ー
と
が
第
一
煉
瓦
魚
文
を
解
読
し
た
。
ジ
ョ
ー
ン
ス
ト

　
　
ン
は
一
つ
の
経
を
記
す
第
二
、
第
三
煉
瓦
刻
文
を
解
読
し
、
ス
ミ
ス
と
ホ
ー
イ
ー
の
解
読
を
訂
正
し
た
。
流
転
分
十
重
、
細
雨
分
十
二
支

　
　
で
あ
る
。
し
か
し
識
と
名
工
の
相
依
を
説
か
な
い
。
こ
れ
も
『
三
皇
含
』
第
二
八
七
経
と
同
型
の
『
城
邑
経
』
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
ソ
ス
ト

　
　
ン
は
こ
の
経
と
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
の
『
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
』
第
十
四
章
の
縁
起
説
と
の
一
致
を
強
調
し
た
が
、
後
者
は
識
と
七
色
の

　
　
相
依
を
説
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
点
で
は
両
者
は
相
違
し
て
い
る
。

　
　
　
（
3
）
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
『
ニ
ダ
ー
ナ
サ
ム
ユ
ク
タ
』
二
十
五
経
の
写
本
に
つ
い
て
報
告
し
、
『
雑
阿
含
』
お
よ
び
パ
ー
リ
相
当
経

謝
と
の
箆
を
示
し
た
が
、
一
部
を
解
読
校
訂
し
た
の
み
で
、
蓋
の
校
訂
を
そ
の
弟
子
，
リ
バ
ー
テ
ィ
乏
ゆ
だ
ね
た
。
、
リ
パ
ー
ア
イ

ー

　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
＝
＝
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
二

…
は
全
二
十
五
経
を
解
読
校
訂
し
独
訳
し
た
が
、
そ
の
第
五
経
が
『
城
邑
経
』
Σ
p
σ
q
母
⇔
（
風
山
鍵
麟
）
。
・
鐸
冨
で
あ
る
。
そ
の
縁
起
説
の
流
転

分
の
、
第
十
支
「
識
」
を
説
い
た
あ
と
は
写
本
に
お
い
て
空
白
と
な
っ
て
い
た
が
、
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
は
第
十
一
支
「
行
」
、
第
十
二
支

「
無
明
」
の
記
述
と
推
定
し
て
空
白
を
埋
め
、
結
局
、
流
転
分
・
還
毎
分
と
も
に
十
二
支
と
し
て
復
元
し
た
。
村
上
氏
は
そ
の
流
転
分
の

終
り
の
部
分
の
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
復
元
に
写
本
の
支
持
の
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
ゴ
ー
パ
ー
ル
プ
ル
煉
瓦
碁
手
、
『
マ
ハ
ー
ア
ヴ
ァ
ダ
ー

ナ
・
ス
ー
ト
ラ
』
、
パ
ー
リ
『
ナ
ガ
ラ
経
』
、
支
謙
・
法
賢
に
よ
る
『
城
邑
経
』
の
響
応
な
ど
と
厳
密
に
比
較
し
た
う
え
で
、
「
何
が
あ
る

と
き
に
識
が
あ
る
か
。
ま
た
何
を
条
件
と
し
て
識
は
あ
る
か
」
の
記
述
の
の
ち
に
は
、
行
、
無
明
の
記
述
が
く
る
べ
き
で
は
な
く
て
、

「
名
色
が
あ
る
と
き
に
識
が
あ
る
。
ま
た
景
色
を
条
件
と
し
て
識
が
あ
る
。
そ
の
私
の
考
え
は
識
か
ら
た
ち
返
り
、
そ
れ
を
超
え
て
は
起

こ
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
文
が
く
る
べ
き
こ
と
を
推
定
し
た
。
こ
の
村
上
氏
の
再
構
成
に
よ
る
と
、
こ
の
経
は
流
転
分
十
支
、
還
滅
分
十

二
支
、
し
か
も
識
と
名
色
の
相
依
を
説
く
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
経
は
前
文
も
後
文
も
ほ
ぼ
完
全
で
、
『
城
邑
経
』
相
依
型
の

典
型
的
な
も
の
で
あ
る
。

　
（
4
）
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
『
大
本
経
』
の
縁
起
説
を
流
転
分
・
還
減
分
と
も
に
十
支
か
ら
な
る
も
の
と
し
て

復
元
し
、
還
瀬
分
第
十
支
の
記
述
の
あ
と
に
空
白
を
残
し
て
お
い
た
。
吹
田
氏
は
こ
の
還
元
に
対
し
、
村
上
氏
と
同
種
の
疑
問
を
い
だ
き
、

ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ヅ
ト
の
復
元
（
一
九
五
三
）
以
後
に
彼
自
身
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
『
ト
ル
フ
ァ
ン
出
土
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
手
写
本
』

（
注
ミ
・
一
九
六
五
年
出
版
書
参
照
）
に
あ
る
鋼
の
『
大
本
経
』
相
当
部
分
の
還
両
分
の
初
め
に
「
無
明
が
な
い
と
き
に
行
が
な
く
、
無

明
の
滅
に
よ
っ
て
行
の
減
が
あ
り
、
行
の
滅
に
よ
っ
て
識
の
滅
が
あ
る
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
こ
と
を
見
出
し
た
。
（
ワ
ル
ト
シ
ュ
、
ミ
ッ

ト
自
身
も
一
九
六
五
年
の
時
点
で
は
こ
の
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
）
い
ず
れ
に
し
て
も
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
『
大
本
経
』

も
、
流
転
分
十
支
、
還
滅
分
漁
戸
支
、
識
・
顕
色
の
相
依
を
説
く
『
城
邑
経
』
型
の
縁
起
説
を
説
い
て
い
る
。
ち
な
み
に
漢
訳
『
大
本
経
』

（『

ｷ
追
含
』
巻
一
、
大
正
一
）
お
よ
び
そ
の
異
訳
『
毘
婆
　
仏
経
』
（
大
正
一
、
一
五
四
以
下
）
で
は
両
分
と
も
に
十
二
支
縁
起
で
あ
り
、

パ
ー
リ
の
相
当
経
『
長
部
』
第
十
四
経
（
ζ
螢
冨
℃
＆
習
？
・
葺
8
簿
。
）
で
は
両
分
と
も
に
十
島
で
、
識
、
土
色
の
相
槍
を
説
い
て
い
る
。
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サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
本
『
大
本
経
』
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
経
は
散
文
部
分
で
は
流
転
分
追
出
、
重
文
分
十
二
支
の
縁
起
説
を
も

つ
が
、
そ
れ
を
要
約
す
る
重
頒
（
韻
文
）
で
は
両
分
と
も
に
十
二
支
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
。

次
に
漢
訳
の
『
城
邑
経
』
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

　
（
5
）
『
雑
阿
含
』
第
二
八
七
経
（
大
正
二
、
八
O
b
i
八
一
a
）
。
さ
き
に
第
一
節
で
武
内
論
文
を
紹
介
し
つ
つ
言
及
し
た
と
お
り
、

漢
訳
『
城
邑
経
』
の
代
表
的
な
も
の
で
、
識
・
名
色
の
相
依
は
説
か
な
い
。

　
（
6
）
玄
　
訳
『
縁
起
聖
道
経
』
（
大
正
十
六
、
八
二
七
b
一
八
二
八
。
）
。
識
・
名
色
の
相
生
を
説
か
な
い
。

　
（
7
）
支
謙
訳
『
貝
多
樹
下
思
惟
十
二
因
縁
経
』
（
大
正
十
六
、
八
二
六
b
I
八
二
七
b
）
。
三
世
紀
中
葉
の
古
訳
で
あ
る
の
で
、
十
二

支
の
訳
語
に
は
特
異
な
も
の
が
あ
る
が
、
流
転
欝
欝
支
、
還
減
分
十
二
支
で
識
・
衰
色
の
相
依
を
説
く
。

　
（
8
）
法
賢
訳
『
仏
説
旧
城
喩
経
』
（
大
正
十
六
、
八
二
九
a
一
八
三
〇
b
）
。
識
・
名
士
の
相
依
を
説
く
。

　
漢
訳
四
本
の
う
ち
（
5
）
（
6
）
は
識
・
名
論
の
相
学
を
説
か
ず
、
（
7
）
（
8
）
は
そ
れ
を
説
く
点
に
相
違
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
流

転
分
附
支
の
逆
・
順
観
、
還
職
分
十
二
支
の
逆
、
順
観
を
そ
な
え
、
前
文
に
お
い
て
ブ
ッ
ダ
が
成
道
時
の
縁
起
の
考
察
を
回
顧
し
、
後
文

に
お
い
て
縁
起
の
観
察
を
古
仙
の
歩
ん
だ
道
を
た
ど
っ
て
古
城
に
至
る
こ
と
に
た
と
え
、
ま
た
縁
起
を
八
正
道
と
一
致
さ
せ
る
と
い
う
、

『
城
邑
経
』
の
特
徴
を
完
備
し
て
い
る
。

　
経
典
以
外
の
文
献
で
『
城
邑
経
』
を
引
用
し
て
い
る
も
の
に
は
説
一
切
有
部
系
お
よ
び
喩
伽
行
（
唯
識
）
派
の
論
書
が
多
い
。
現
在
ま

で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
も
の
に
わ
た
く
し
の
気
付
い
た
も
の
を
加
え
て
次
に
列
挙
す
る
が
、
今
後
も
な
お
多
く
の
論
書
が
見
出
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
書
は
『
城
邑
経
』
の
全
文
を
引
用
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
そ
の
一
部
を
引
い
て
議
論
す
る
だ
け
で
あ
る
。
論

書
で
は
な
い
が
、
説
一
切
有
部
あ
る
い
は
根
本
有
部
に
所
属
し
た
可
能
性
も
あ
る
詩
人
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
！
シ
ャ
（
馬
面
。
二
世
紀
前
半
）

か
ら
始
め
る
。

　
（
9
）
（
1
0
）
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
は
『
ブ
ッ
ダ
チ
ャ
リ
タ
』
第
十
四
章
第
五
〇
1
八
五
類
に
、
ブ
ッ
ダ
の
成
道
時
の
内
省
と
し
て

　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
三
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哲
学
班
究
第
五
百
五
十
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
四

縁
起
説
を
述
べ
る
が
、
そ
れ
は
『
城
邑
経
』
の
縁
起
説
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
れ
は
流
転
分
逆
・
順
観
（
い
ず
れ
も
十
支
）
、
還
滅
分
逆
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

（
十
二
支
）
か
ら
成
っ
て
い
て
、
墨
筆
分
掌
観
を
省
略
し
て
い
る
。
流
転
分
逆
観
に
お
い
て
識
・
蒼
色
の
相
依
を
説
く
。
『
ブ
ッ
ダ
チ
ャ

リ
タ
』
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
第
十
四
章
半
ぽ
ま
で
し
か
得
ら
れ
な
い
が
、
当
該
個
所
は
（
9
）
チ
ベ
ッ
ト
訳
（
北
京
版
冨
①
画
げ
令

①
ρ
＆
）
、
（
1
0
）
漢
訳
『
仏
所
行
讃
』
（
大
正
四
、
二
七
c
I
三
八
a
）
に
得
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
『
城
邑
経
』
の
引
用
で
は
な
く
、

そ
の
内
容
を
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
が
自
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
も
加
え
な
が
ら
詩
形
に
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
1
1
）
玄
装
訳
『
大
毘
婆
三
論
』
（
大
正
二
七
、
一
二
四
a
l
＝
一
五
a
）
（
1
2
）
『
毘
婆
三
論
』
（
大
正
二
八
、
九
七
b
l
九
八
a
）
。

『
城
邑
経
』
の
縁
起
説
が
流
転
分
に
お
い
て
識
、
名
書
の
相
依
を
説
き
、
菩
薩
の
観
察
心
が
識
を
斉
っ
て
転
換
す
る
理
由
に
つ
い
て
約
七

種
（
一
種
に
数
説
を
含
む
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
数
え
方
に
よ
っ
て
は
約
十
種
）
の
解
釈
を
あ
げ
て
い
る
。

　
第
一
説
は
諸
説
を
合
撫
し
た
観
の
あ
る
総
説
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
先
に
愛
・
取
を
観
じ
た
と
き
に
、
前
世
の
愛
・
取
に
相
当
す
る

無
朋
を
す
で
に
考
察
し
て
い
る
し
、
先
に
有
（
富
有
）
を
観
じ
た
と
き
に
、
前
世
の
業
有
に
他
な
ら
な
い
行
も
考
察
し
た
こ
と
に
な
る
か

ら
、
い
ま
無
明
、
行
の
二
支
を
重
ね
て
観
察
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
。
ま
た
、
有
に
縁
っ
て
生
あ
り
、
と
観
じ
た
の
は
前
生
の
縁
を

考
察
し
た
の
で
あ
り
、
行
に
縁
っ
て
識
あ
り
と
い
う
の
も
前
生
の
縁
の
考
察
と
い
う
点
で
は
等
し
い
か
ら
、
後
者
の
観
察
は
必
要
で
な
い
、

と
も
い
う
。
ま
た
も
し
次
々
と
前
生
に
遡
っ
て
考
察
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
と
す
れ
ぽ
無
窮
の
過
失
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
も
い
う
。
い
ず
れ
も

説
一
切
有
部
の
、
十
二
支
の
初
二
支
を
過
去
世
、
中
八
事
を
現
在
世
、
後
二
支
を
未
来
世
に
配
当
す
る
、
い
わ
ゆ
る
三
世
両
前
因
果
の
理

論
に
基
づ
い
た
解
釈
で
あ
る
。
続
生
心
に
つ
い
て
も
言
及
す
る
が
、
こ
れ
は
の
ち
に
記
述
す
る
妙
音
説
に
等
し
い
。

　
第
二
説
は
世
友
の
も
の
で
、
識
は
識
住
中
に
楽
住
し
、
識
住
を
捨
て
よ
う
と
し
な
い
が
、
流
罪
と
は
名
駅
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
識
を

観
ず
る
と
た
だ
ち
に
出
色
を
観
ず
る
の
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
識
は
五
纏
の
中
の
色
・
受
・
想
・
行
の
四
に
愛
着
し
、
そ
れ
に

依
住
す
る
、
と
い
う
四
識
住
の
理
論
を
根
拠
と
す
る
。

　
第
三
者
は
大
徳
の
も
の
で
、
尺
取
虫
が
草
の
葉
の
先
端
ま
で
よ
じ
登
っ
た
と
き
そ
れ
よ
り
先
に
縁
る
べ
き
と
こ
ろ
が
な
い
か
ら
下
に
引



　
　
返
す
よ
う
に
、
菩
薩
の
心
も
識
を
越
え
て
所
縁
を
見
な
い
か
ら
そ
こ
か
ら
引
返
す
の
だ
、
と
い
う
。

　
　
　
第
四
説
は
脇
尊
者
の
も
の
で
、
五
色
と
識
と
は
交
互
に
因
果
と
な
り
、
対
象
が
転
換
す
る
か
ら
観
察
す
る
心
も
転
換
す
る
と
い
う
も
の

　
　
で
あ
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
述
べ
る
『
此
々
露
地
論
』
の
一
説
（
大
正
三
〇
、
三
二
八
a
）
の
先
齪
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
第
五
説
は
妙
音
の
も
の
で
、
識
す
な
わ
ち
結
生
心
は
生
死
衆
苦
の
根
本
で
あ
る
か
ら
、
菩
薩
は
識
ま
で
考
察
す
る
と
、
そ
こ
で
引
返
し
、

　
　
対
治
す
な
わ
ち
還
滅
分
の
考
察
に
入
る
、
と
い
う
。
こ
の
説
は
本
稿
第
一
節
で
言
及
し
た
武
内
説
と
の
関
連
で
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
第
六
説
は
設
摩
達
多
の
も
の
で
、
未
来
に
お
い
て
も
現
在
、
過
去
に
お
い
て
も
生
死
衆
苦
の
本
が
生
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
明
ら
か
で

　
　
あ
り
、
三
世
の
配
分
で
は
未
来
の
生
は
現
在
の
識
に
当
た
る
か
ら
、
そ
こ
で
折
返
す
の
だ
、
と
い
う
。
こ
れ
は
妙
音
の
説
と
同
趣
旨
の
も

　
　
の
で
あ
る
。

　
　
　
第
七
説
は
望
満
の
も
の
で
、
三
世
の
位
を
一
つ
ず
つ
ず
ら
し
て
、
生
、
老
死
を
現
在
に
当
て
れ
ば
、
中
間
の
八
支
は
前
生
に
収
ま
り
、

　
　
無
明
、
行
の
二
支
は
前
々
生
に
収
ま
る
。
だ
か
ら
、
識
ま
で
の
現
在
世
の
考
察
は
、
三
世
の
位
の
転
位
に
よ
っ
て
過
去
世
の
無
明
、
行
の

　
　
観
察
と
同
じ
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
。
第
一
の
総
説
中
に
、
愛
・
取
は
無
明
と
、
有
は
行
と
等
し
い
と
い
っ
て
い
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ

　
　
の
望
満
説
に
拠
っ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
（
1
3
）
『
順
正
理
論
』
（
大
正
二
九
、
五
〇
四
。
一
五
〇
五
a
他
）
。
置
碁
は
「
弁
縁
起
品
」
に
お
い
て
縁
起
説
の
諸
問
題
を
広
く
論
じ

　
　
て
い
る
が
、
巻
二
九
に
『
城
邑
経
』
（
衆
賢
は
『
品
濃
』
と
呼
ぶ
）
に
つ
い
て
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
衆
賢
は
貴
生
の
識
に
は
生
縁
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
倶
油
墨
と
の
二
種
の
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
識
の
生
胆
は
行
で
あ
り
、
倶
黒
縁
は
名
色
で
あ
る
。
こ
の
馬
瀬
縁
（
倶
起
縁
）
を
見

　
　
る
か
ら
、
菩
薩
の
心
は
識
に
至
っ
て
引
返
し
、
そ
れ
を
越
え
て
転
じ
な
い
。
そ
れ
で
は
濡
色
が
識
の
倶
男
縁
で
あ
る
理
由
は
何
か
と
い
う

　
　
と
、
こ
れ
は
さ
き
に
見
た
『
大
通
婆
愚
論
』
の
世
詳
説
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
て
、
識
は
識
を
除
く
絵
の
名
色
に
住
著
（
四
識
住
）
す
る

　
　
か
ら
名
寄
は
識
の
倶
起
縁
で
あ
る
点
に
理
由
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
衆
賢
の
議
論
は
榎
本
文
雄
茂
に
よ
っ
て
、
世
態
の
議
論
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

鰯
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

1

　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
三
五
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哲
惑
字
研
劉
究
　
　
第
五
百
五
十
口
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
｛
二
ぬ
ハ

　
（
1
4
）
（
1
5
）
（
1
6
）
『
喩
伽
師
地
建
』
に
お
け
る
『
城
邑
経
』
へ
の
言
及
に
つ
い
て
は
、
同
論
「
摂
事
理
」
に
あ
る
も
の
（
大
正
三
〇
、

八
二
九
b
。
北
京
版
西
蔵
大
蔵
経
焦
』
。
。
P
9
α
塗
、
デ
ル
ゲ
版
N
計
卜
。
㎝
ρ
p
“
隼
）
を
榎
本
氏
が
紹
介
し
て
い
る
。
氏
は
漢
・
蔵
文
を
掲

げ
、
蔵
文
を
和
訳
し
て
詳
し
く
論
述
し
て
い
る
か
ら
、
い
ま
は
要
点
を
摘
記
す
る
に
と
ど
め
る
。

　
e
　
世
尊
は
菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
に
菩
提
樹
下
に
あ
っ
て
来
世
の
苦
諦
と
そ
の
生
起
因
と
な
る
も
の
、
す
な
わ
ち
老
死
か
ら
愛
ま
で
を

観
察
し
た
。
つ
い
で
来
世
の
苦
の
生
起
因
の
原
因
で
あ
る
現
世
の
苦
、
す
な
わ
ち
、
受
・
触
・
即
処
・
名
色
・
識
を
観
じ
た
。
現
世
の
苦

は
識
ま
で
で
終
わ
る
。
そ
の
既
に
生
じ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
、
そ
れ
が
ど
う
し
て
生
じ
た
の
か
を
考
察
す
る
必
要
は
な
い
の
で
、
菩
薩

の
心
は
識
か
ら
逆
戻
り
し
て
縁
起
を
順
次
に
老
死
に
至
る
ま
で
考
察
し
た
。
こ
の
あ
と
滅
諦
を
考
察
し
よ
う
と
し
て
、
老
死
か
ら
無
明
ま

で
逆
次
に
考
察
し
た
。
そ
れ
は
、
現
世
の
苦
諦
は
ど
う
し
て
滅
す
る
か
と
い
え
ば
、
無
明
を
縁
と
し
て
生
じ
る
業
が
新
た
に
形
成
さ
れ
な

い
場
合
に
で
あ
る
と
考
察
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
来
世
の
苦
（
老
死
・
生
）
の
生
起
因
（
有
・
取
・
愛
）
の
原
因
で
あ
る
現
世
の
苦
（
受
・
触
・
出
処
・
絶
色
・
識
）
は
識

で
終
わ
る
。
そ
の
既
に
生
じ
て
い
る
苦
の
原
因
を
さ
ら
に
追
求
す
る
こ
と
は
い
ま
必
要
な
い
の
で
、
流
転
分
は
識
で
折
り
返
し
て
逆
戻
り

す
る
。
還
滅
分
は
、
そ
の
現
世
の
苦
の
消
減
の
根
拠
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
識
を
越
え
て
無
明
を
縁
と
す
る
業
（
行
）

の
作
ら
れ
な
い
こ
と
に
ま
で
遡
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
榎
本
氏
は
上
記
の
文
章
を
和
訳
し
た
あ
と
で
、
こ
こ
に
引
か
れ
た
も
の
が
、
流
転
分
国
支
、
五
聖
分
十
二
支
よ
り
成
る
『
城
邑
経
』
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

他
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
『
城
邑
経
』
で
は
識
、
難
色
の
相
依
は
説
か
れ
た
形
跡
の
な
い
こ
と
を
注
意
し
て
い
る
。

　
◎
　
上
述
の
、
榎
本
氏
の
指
摘
し
た
「
思
事
分
」
の
言
及
す
る
『
城
邑
経
』
に
は
識
・
名
色
の
相
依
は
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ

『
喩
伽
裂
地
論
』
の
「
本
地
分
」
に
は
識
・
名
望
の
相
依
を
説
く
『
城
邑
経
』
へ
の
関
説
も
あ
る
。
そ
れ
は
バ
ッ
タ
チ
ャ
リ
や
校
訂
梵
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

誌
ρ
H
o
i
届
（
大
正
三
〇
、
三
二
八
a
、
デ
ル
ゲ
版
西
蔵
大
蔵
経
↓
。
・
鐸
H
鼻
跳
一
①
）
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
世
尊
が
菩
薩

で
あ
っ
た
と
き
縁
起
を
考
察
し
、
黒
分
（
流
転
分
）
に
お
い
て
識
ま
で
観
じ
て
そ
こ
で
折
り
返
す
の
は
、
識
・
名
色
の
二
つ
が
交
互
に
縁



　
　
と
な
る
か
ら
で
あ
り
、
還
滅
分
に
お
い
て
そ
れ
を
越
え
て
行
・
無
明
を
考
察
し
た
の
は
、
名
色
は
後
有
の
識
の
還
郷
の
原
因
で
は
な
い
か

　
　
ら
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
が
語
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
喩
伽
師
難
論
』
に
は
、
識
・
名
色
相
依
型
、
非
相
墨
型
の
両
型
の
『
城

　
　
邑
経
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
次
に
榎
本
氏
は
『
摂
大
乗
論
』
無
性
釈
に
お
い
て
識
・
桑
色
の
相
依
性
が
ア
ー
ラ
や
識
存
在
の
論
証
の
典
拠
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対

　
　
比
し
て
、
『
楡
伽
師
地
論
』
の
「
馬
事
分
」
は
『
彊
東
経
』
に
も
と
づ
い
て
識
・
名
色
の
相
撃
を
論
じ
な
が
ら
（
大
正
三
〇
、
八
二
九
。
。

　
　
北
京
版
届
＞
8
ρ
Q
・
。
h
ご
デ
ル
ゲ
版
鐸
践
お
螢
α
ε
ア
ー
ラ
や
識
へ
の
言
及
や
示
唆
を
全
く
行
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
。
ま
た
、

　
　
榎
本
氏
は
「
摂
事
々
」
の
他
の
個
所
（
大
正
三
〇
、
八
二
七
c
）
で
は
「
識
と
名
色
の
相
互
依
存
関
係
が
論
ぜ
ら
れ
る
中
で
、
識
は
六
識

　
　
を
さ
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
に
続
く
、
〈
識
は
そ
れ
（
宇
摩
）
を
拠
り
所
に
し
て
死
ぬ
と
き
ま
で
活
動
す
る
〉
と
い
う
記
述
が
、
『
摂
大
乗

　
　
論
』
一
・
三
六
に
お
い
て
は
ア
ー
ラ
や
識
を
要
請
す
る
も
の
へ
と
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
可
能
性
は
存
在
す
る
」
と
い
う
。

　
　
　
㊨
　
榎
本
氏
の
指
摘
す
る
、
「
摂
事
分
」
の
『
藍
東
経
』
に
言
及
す
る
二
個
所
の
う
ち
、
後
者
（
大
正
三
〇
、
八
二
七
c
）
と
並
行
す

　
　
る
文
章
は
実
は
「
本
束
分
」
（
大
正
三
〇
、
三
二
一
、
a
二
〇
I
b
一
〇
。
バ
ッ
タ
チ
ャ
リ
や
校
訂
梵
本
お
。
。
る
O
－
H
㊤
P
δ
、
デ
ル
ゲ
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
西
蔵
大
蔵
経
↓
。
・
葺
H
O
言
。
。
i
さ
b
。
、
毬
）
に
も
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
識
と
鳶
色
の
相
愛
性
は
流
転
分
に
お
い
て
十
二
支
縁
起
の
中
に
取
り
入

　
　
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
文
の
大
意
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
「
あ
る
老
は
そ
の
過
去
を
知
ら
ず
、
無
明
に
蔽
わ
れ
、
種
々
の
業
（
行
）
を
積
む
。
そ
の
業
を
享
け
る
識
は
死
の
時
に
至
る
ま
で
流
転

　
　
し
つ
づ
け
、
再
生
の
識
（
結
生
識
。
胃
p
江
口
ぢ
象
幣
く
こ
富
銘
）
の
原
因
と
な
る
。
こ
の
識
が
結
果
を
生
ず
る
と
き
に
は
、
内
的
・
外
的
な

　
　
渇
愛
が
助
伴
と
な
っ
て
奉
仕
す
る
。
彼
が
前
世
で
死
ん
で
現
世
に
身
体
を
生
じ
る
と
、
順
次
に
、
母
胎
内
に
お
い
て
、
原
因
た
る
識
を
縁

　
　
と
し
て
再
生
の
果
と
し
て
の
識
（
箕
”
騨
租
爵
一
・
喜
帥
一
㌣
く
博
一
ま
轟
結
生
果
識
）
が
あ
ら
わ
れ
、
な
い
し
、
カ
ラ
ラ
な
ど
の
分
位
を
次
々
と
経

　
　
て
胎
内
の
喜
色
が
成
長
し
、
老
衰
に
至
る
ま
で
続
く
。
そ
の
識
が
再
生
す
る
や
い
な
や
（
，
●
）
〔
そ
の
識
に
あ
る
〕
或
る
果
を
感
ず
る
業

謝
が
そ
の
果
量
器
し
て
与
え
る
。
そ
の
異
熟
識
（
＜
嘗
訂
・
〈
ご
裁
審
）
は
か
の
名
色
を
拠
り
所
と
し
て
活
動
す
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
識
は

1

　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
二
七
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三
三
八

六
種
目
依
処
（
漢
三
本
は
六
根
）
に
拠
っ
て
活
動
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
「
名
爵
を
縁
と
し
て
識
が
あ
る
」
と
云
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
〔
識

と
〕
倶
起
し
て
い
る
物
質
的
な
感
官
（
色
根
）
と
、
直
前
に
減
し
た
識
で
あ
る
非
物
質
的
な
名
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
六
識
の
依
処
で
あ
り
、

識
は
そ
れ
に
拠
っ
て
命
の
あ
る
限
り
流
転
す
る
。
五
種
目
物
質
的
感
官
に
あ
る
感
官
を
構
成
す
る
大
盤
と
、
魚
種
よ
り
生
じ
た
物
質
で
あ

る
感
官
の
居
所
と
、
諸
感
官
を
執
持
す
る
名
〔
で
あ
る
直
前
に
減
し
た
識
〕
と
は
相
続
を
形
成
し
て
流
れ
と
な
っ
て
流
転
す
る
。
そ
の
名

と
色
と
の
両
者
は
一
つ
に
な
っ
て
活
動
し
つ
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
名
望
は
識
を
縁
と
し
、
識
は
名
子
を
縁
と
し
て
い
て
、
現
世
に

お
い
て
命
あ
る
限
り
年
紀
の
よ
う
な
仕
方
で
流
転
す
る
。
前
際
（
前
世
）
よ
り
中
際
（
現
世
）
へ
の
諸
行
の
縁
起
に
よ
る
生
起
、
そ
し
て

生
起
し
た
も
の
の
現
世
に
お
け
る
活
動
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
」

　
こ
の
文
章
は
か
な
り
難
解
な
も
の
で
あ
る
。
前
世
の
業
の
異
熟
果
と
し
て
生
じ
た
、
再
生
心
あ
る
い
は
異
熟
滋
藤
と
呼
ば
れ
る
識
が
眼

耳
鼻
舌
身
意
の
六
識
で
あ
る
の
か
、
六
識
と
は
別
個
な
、
楡
玉
子
派
の
ア
！
ラ
や
識
の
如
き
も
の
で
あ
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
か
ら
で

あ
る
。
梵
本
に
「
そ
の
識
は
六
種
の
依
処
に
（
薬
望
鋤
ぎ
饗
招
）
拠
っ
て
活
動
す
る
」
と
あ
る
個
所
の
「
六
種
の
依
処
」
は
宋
・
元
・
明

三
本
は
「
六
根
」
と
し
、
麗
本
な
ど
は
「
六
依
」
と
読
む
。
三
本
に
従
え
ば
、
識
は
六
根
に
拠
っ
て
活
動
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
識
は
六
識
の
こ
と
で
あ
る
。
豊
本
や
勲
等
の
よ
う
に
「
六
依
」
と
読
み
、
そ
の
忍
車
を
六
識
だ
と
考
え
れ
ば
、
そ
れ
に
拠
っ
て
活
動

す
る
識
と
は
、
六
識
と
は
別
個
な
異
熟
識
つ
ま
り
ア
ー
ラ
や
識
で
あ
る
と
も
理
解
で
き
る
。
一
般
に
、
六
識
そ
の
も
の
を
異
熟
識
と
か
結

生
識
と
呼
ぶ
こ
と
は
な
い
（
識
が
再
生
し
た
刹
那
、
す
な
わ
ち
叢
生
識
の
段
階
で
は
ま
だ
六
根
は
生
じ
て
い
な
い
）
か
ら
、
異
格
識
を
ア

ー
ラ
や
識
と
考
え
る
こ
と
も
捨
て
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
六
器
を
六
根
と
読
め
ば
、
識
と
は
六
識
で
あ
り
、
そ
れ
が
依
拠
す
る
名
色
と
は

物
質
的
な
感
官
で
あ
る
五
根
（
色
）
と
一
瞬
間
ま
え
に
滅
し
た
（
無
縫
滅
）
識
で
あ
る
警
吏
（
名
）
と
を
さ
す
。
五
根
の
居
所
な
ど
も
大

種
所
造
の
色
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
識
が
名
色
に
依
拠
し
て
活
動
す
る
、
と
い
う
の
は
、
六
識
が
六

根
（
色
で
あ
る
五
根
と
名
で
あ
る
意
根
）
に
依
拠
す
る
こ
と
と
な
る
。
識
が
六
識
な
の
か
ア
ー
ラ
や
識
な
の
か
判
然
と
し
な
い
の
は
、
こ

の
文
章
の
筆
老
が
六
識
と
異
熟
識
と
を
区
別
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
よ
り
仕
方
な
い
。
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
誕
生
識
か
ら
ア
！
ラ
や
識
成



立
へ
の
移
行
の
過
程
に
あ
る
『
喩
伽
師
事
論
』
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
中
間
的
段
階
が
あ
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
よ
う
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
個
所
は
、
次
項
に
述
べ
る
『
摂
大
乗
論
』
無
性
釈
の
、
識
を
は
っ
き
り
と
ア
ー
ラ
や
識
と
考
え

る
解
釈
へ
の
前
段
階
と
し
て
注
意
し
て
お
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
上
記
の
文
章
は
直
接
に
は
『
藍
東
経
』
に
も
と
つ
く
議
論
で
あ
る
が
、
同

じ
よ
う
に
識
と
名
色
の
相
依
を
説
く
『
城
邑
経
』
と
無
関
係
で
は
な
い
。

　
（
1
7
）
（
1
8
）
『
摂
大
乗
論
』
無
摂
釈
（
漢
・
蔵
訳
）
。
『
摂
大
乗
論
』
一
・
三
六
は
、
縁
起
説
に
お
い
て
識
と
翠
色
と
が
同
名
の
よ
う
に

相
互
依
存
関
係
に
あ
る
が
、
そ
れ
も
異
土
識
が
存
在
し
な
け
れ
ば
あ
り
え
な
い
、
と
い
っ
て
、
ア
ー
ラ
や
識
の
存
在
を
論
証
し
て
い
る
。

無
性
は
こ
れ
に
対
し
て
、
名
色
の
名
と
は
非
物
質
的
な
四
纏
（
受
・
想
・
行
・
識
）
で
あ
っ
て
識
を
含
む
か
ら
、
そ
の
名
色
の
根
拠
と
な

る
識
と
は
ア
ー
ラ
や
識
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
、
と
い
う
。
無
性
は
ひ
き
つ
づ
い
て
「
識
か
ら
私
の
考
察
は
逆
戻
り
し
、
識
を
越

え
て
は
行
か
な
い
」
と
い
う
経
文
を
引
き
、
識
は
名
色
を
縁
と
し
て
い
る
、
と
相
依
性
が
あ
り
う
る
の
は
、
そ
の
識
が
ア
ー
ラ
や
識
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
こ
こ
で
無
性
の
引
用
す
る
経
文
は
『
城
邑
経
』
の
一
特
徴
と
な
っ
て
い
る
文
章
で
あ
る
か
ら
、
無
性
は
『
城
邑
経
』
相
依
型
を
引
用
し

て
ア
ー
ラ
や
識
の
存
在
証
明
を
行
な
っ
た
わ
け
で
、
ア
ー
ラ
や
識
と
六
識
と
の
柑
違
を
別
と
し
て
、
そ
の
論
証
は
さ
き
の
『
喩
伽
宝
地
論
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

の
㊧
の
議
論
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
無
性
釈
と
『
城
邑
経
』
と
の
関
係
も
榎
本
氏
の
報
告
す
る
所
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
経
典
・
仏
伝
・
論
書
に
わ
た
っ
て
十
八
例
の
資
料
が
『
城
邑
経
』
に
関
し
て
得
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
十
八
例
は
同

一
の
経
文
の
梵
・
蔵
・
漢
訳
、
漢
訳
の
異
訳
を
も
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
数
え
た
も
の
で
あ
る
。
『
城
邑
経
』
は
、
流
転
二
十
二
、
還
滅
分
十

二
支
か
ら
成
る
一
種
の
縁
起
成
道
経
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
流
転
分
に
お
い
て
識
・
曙
色
の
相
依
を
説
く
型
（
識
襲
名
色
）
と
、
そ
の
相

依
を
説
か
な
い
型
（
識
1
↓
名
色
）
と
二
種
が
あ
る
。
十
八
例
を
分
類
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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『
城
邑
経
』
相
依
型

　
経
典

寂
丘
本
（
P
）
（
1
）

諄
σ
・
餐
・
墨
（
鼠
鎚
雪
⇔
）
㎝
創
舞
（
3
）

ζ
潜
訂
く
蝕
習
㌣
。
。
騨
鑓
（
4
）

貝
多
樹
下
思
惟
十
二
因
縁
経
（
7
）

仏
説
旧
城
喩
経
（
8
）

　
B
　
『
城
邑
経
』
非
相
依
型

　
　
　
O
。
冨
ぢ
霞
田
…
。
駐
（
2
）

　
　
　
雑
阿
含
二
八
七
（
5
）

　
　
　
縁
起
聖
道
経
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
四
　
城
邑
経
の
意
味
す
る
も
の

　
第
一
節
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
武
内
義
範
氏
は
『
城
邑
経
』

て
、

態
的
発
展
は
、

め
ら
れ
る
。

　
平
野
（
村
上
）
真
完
氏
は
す
で
に
一
九
六
二
年
に
、

　
仏
伝
・
論
書

し。

国
l
訂
＄
ユ
審
×
ぞ
（
9
・
1
0
）

大
毘
婆
沙
論
巻
二
十
四
（
1
1
）

毘
婆
沙
論
巻
十
三
（
1
2
）

順
正
理
論
「
弁
縁
起
品
」
（
1
3
）

喩
伽
師
地
論
（
1
4
・
1
5
・
1
6
）

摂
大
乗
論
無
性
釈
（
1
7
・
1
8
）

三
四
〇

喩
伽
師
地
論
摂
事
分
（
1
4
・
1
5
・
1
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
流
転
分
十
支
・
還
減
分
十
二
支
か
ら
な
る
縁
起
説
を
根
拠
に
し

そ
れ
が
十
支
の
縁
起
経
が
十
二
支
の
縁
起
経
に
発
展
し
て
い
っ
た
過
程
を
示
す
も
の
で
あ
る
、
と
論
じ
て
い
た
。
こ
の
縁
起
説
の
形

　
　
　
　
一
般
的
な
過
程
と
し
て
は
な
お
保
留
を
要
す
る
と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
『
城
。
・
巴
経
』
に
関
し
て
は
文
献
の
上
か
ら
確
か

梵
本
『
大
本
経
』
の
縁
起
説
が
散
文
部
分
に
お
い
て
は
流
転
分
・
還
滅
分
と
も
に
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十
支
で
あ
る
の
に
（
氏
は
こ
の
と
き
ワ
ル
ト
シ
ュ
ミ
ヅ
ト
校
訂
本
を
用
い
て
い
た
）
、
そ
れ
を
要
約
し
た
疑
心
の
部
分
で
は
両
分
と
も
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

十
二
支
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
十
支
か
ら
十
二
支
へ
の
発
展
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
逆
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
第

三
節
の
（
4
）
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
吹
田
隆
道
氏
は
新
資
料
に
よ
っ
て
同
じ
『
大
本
経
』
梵
本
の
縁
起
説
が
流
転
分
十
支
・
還
野
分
十

二
支
よ
り
な
る
こ
と
を
証
明
し
た
が
、
散
文
の
流
転
分
歩
車
が
偶
類
に
お
い
て
十
二
支
に
発
展
し
た
こ
と
に
つ
い
て
村
上
氏
と
同
じ
意
見

を
表
明
し
て
い
る
。

　
日
本
の
学
界
で
は
、
有
支
縁
起
説
は
本
来
三
支
・
五
支
・
六
支
・
九
二
・
十
三
な
ど
の
短
形
で
あ
っ
た
も
の
が
、
の
ち
に
十
二
支
に
ま

で
発
展
し
た
、
と
い
う
学
説
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
他
方
、
も
と
も
と
十
二
支
が
原
形
で
あ
っ
て
、
諸
種
の
島
形
の
縁
起
説
は
そ
の
省
略

形
で
あ
る
、
と
い
う
学
説
も
並
存
し
て
い
る
。
し
か
し
、
直
前
に
述
べ
た
梵
本
『
大
本
経
』
の
例
や
、
説
一
切
有
部
や
喩
伽
行
派
の
学
匠

た
ち
が
『
城
邑
経
』
に
言
及
し
つ
つ
、
流
転
分
に
お
い
て
十
重
で
あ
っ
た
縁
起
説
が
還
滅
亡
に
お
い
て
何
故
十
二
支
に
な
っ
た
か
に
つ
い

て
数
多
く
の
議
論
を
重
ね
て
い
る
の
を
見
る
と
、
十
二
支
を
原
形
で
あ
っ
た
と
す
る
学
説
を
支
持
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
武
内
氏
は
『
薩
東
経
』
の
識
・
国
色
の
相
依
を
示
す
十
支
縁
起
、
『
雑
阿
含
』
第
二
八
七
経
の
、
識
・
名
色
の
相
依
は
説
か
な
い

が
、
識
で
と
ど
ま
る
十
念
の
流
転
分
お
よ
び
行
・
無
明
を
含
む
十
二
支
の
還
減
分
と
か
ら
な
る
『
城
邑
経
』
の
縁
起
と
、
そ
し
て
両
分
と

も
に
十
二
支
か
ら
な
る
通
常
の
十
二
支
縁
起
と
を
並
べ
て
、
有
支
縁
起
が
こ
の
順
序
で
発
展
し
た
こ
と
を
示
唆
し
、
「
無
明
と
行
と
の
二

支
は
た
だ
逆
観
（
還
滅
分
）
を
説
明
す
る
為
に
の
み
必
要
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
識
・
曙
色
の
相
依
性
の
問
題
を
後
に
回
し
て
、
十
支
縁

起
で
は
縁
起
の
考
察
は
な
ぜ
識
で
と
ど
ま
っ
て
そ
れ
を
超
え
て
進
ま
な
い
の
か
、
と
い
う
点
か
ら
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
再
々

述
べ
た
よ
う
に
、
そ
し
て
武
内
氏
も
意
識
し
て
い
た
よ
う
に
、
『
城
邑
経
』
の
一
類
は
識
・
名
色
の
相
依
を
説
か
な
い
十
二
縁
起
を
説
く

か
ら
で
あ
る
。
無
明
・
行
の
二
支
は
還
面
分
を
説
く
た
め
に
の
み
必
要
で
あ
っ
た
、
と
い
う
武
内
氏
の
直
観
は
、
古
代
の
仏
教
君
た
ち
の

見
解
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

　
説
一
切
有
部
の
学
老
た
ち
の
中
で
、
第
三
節
（
1
1
）
に
紹
介
し
た
『
大
室
婆
沙
論
』
の
大
徳
の
第
三
説
が
注
意
さ
れ
る
。
尺
取
虫
が
葉

　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
一
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三
四
二

の
先
端
に
よ
じ
の
ぼ
っ
て
も
は
や
縁
る
べ
き
所
を
見
な
い
よ
う
に
、
・
ブ
ッ
ダ
は
老
死
か
ら
識
ま
で
を
観
察
し
、
そ
れ
を
超
え
て
は
対
象
を

見
な
か
っ
た
、
と
い
う
の
は
、
識
を
有
支
縁
起
の
最
終
的
根
拠
と
す
る
考
え
方
が
当
時
（
二
供
紀
）
存
在
し
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い

る
。
識
を
苦
の
現
象
の
究
極
の
原
理
と
す
る
考
え
方
は
き
わ
め
て
古
い
も
の
で
、
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
七
三
四
は
「
い
か
な
る
苦
し
み

が
生
ず
る
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
す
べ
て
認
識
作
用
（
識
）
に
よ
っ
て
起
こ
る
の
で
あ
る
。
認
識
作
用
が
消
滅
す
る
な
ら
ぽ
、
苦
し
み
が
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

ず
る
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
」
と
い
う
。

　
妙
音
の
第
五
説
お
よ
び
設
摩
達
多
の
第
六
説
も
、
素
生
識
あ
る
い
は
事
実
上
そ
れ
と
等
し
い
生
を
生
死
衆
苦
の
根
本
と
し
て
い
る
。
こ

の
二
説
も
大
徳
の
説
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
識
を
通
常
の
認
識
作
用
と
見
る
の
で
は
な
く
て
、
下
生
識
、
す
な
わ
ち
前
世
の

業
の
果
報
と
し
て
の
再
生
の
識
と
す
る
こ
と
か
ら
見
る
と
、
妙
音
・
宇
摩
達
多
の
説
は
大
徳
説
よ
り
も
後
代
の
発
展
を
含
ん
で
い
る
と
考

え
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
縁
起
つ
ま
り
苦
の
世
界
の
最
終
根
拠
を
識
で
あ

る
と
す
る
こ
れ
ら
の
三
説
は
単
純
明
快
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
古
い
、
基
本
的
な
思
想
を
継
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
流
転
分
が
識
に
至
っ
て
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
超
え
て
観
察
さ
れ
な
い
理
由
に
つ
い
て
は
、
『
楡
伽
師
叢
論
』
の
e
説
（
大
正
三
〇
、
八

二
九
b
）
も
、
現
世
の
苦
は
識
ま
で
で
終
わ
る
、
と
さ
き
の
大
徳
説
と
同
じ
こ
と
を
い
い
、
つ
い
で
、
霊
感
（
還
滅
分
）
の
考
察
で
行
・

無
明
ま
で
対
象
に
す
る
の
は
、
無
明
を
縁
と
す
る
業
が
形
成
さ
れ
な
い
と
き
に
は
じ
め
て
現
世
の
苦
は
減
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
ま
さ
に

武
内
氏
と
同
じ
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
現
世
の
苦
の
最
終
根
拠
は
識
で
あ
る
が
、
そ
の
苦
の
消
滅
の
根
拠
を
追
求
す
る
還
留
分
で
は

行
・
無
明
の
滅
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
『
城
邑
経
』
非
相
依
型
で
は
流
転
分
は
老
死
か
ら
識
ま
で
遡
り
、
そ
こ
で
単
純
に
折
り
返
す
け
れ
ど
も
、
『
城
邑
経
』
相
置
型
で
は
、

幽
翠
は
識
に
依
る
、
と
い
っ
た
あ
と
で
、
識
は
名
鑑
に
依
る
、
と
い
う
。
経
典
自
体
は
何
も
説
明
を
加
え
な
い
が
、
識
、
鼠
色
の
相
依
を
説

く
の
は
、
識
で
折
り
返
す
理
由
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
『
大
毘
婆
沙
翁
』
の
面
汚
者
の
第
四
説
、
『
喩
槍
師
地
謡
』
の
『
城

邑
経
』
絹
依
型
を
引
用
す
る
「
難
事
分
」
の
⇔
説
（
大
正
三
〇
、
三
二
八
a
）
な
ど
は
、
世
尊
の
思
索
が
識
で
折
り
返
す
の
は
、
識
、
名
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色
の
二
支
が
交
互
に
縁
と
な
る
か
ら
だ
、
と
い
っ
て
、
そ
の
相
依
性
を
転
換
の
理
由
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
血
色
か
ら
識
に
遡
り
、
そ

こ
で
識
が
逆
に
名
色
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
知
れ
ば
、
折
り
返
さ
な
い
わ
け
に
ゆ
か
な
い
。

　
名
色
（
名
称
と
形
態
）
と
い
う
語
は
古
『
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
以
来
、
「
現
象
界
の
多
様
相
」
を
意
味
し
、
『
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
』
で
も

「
現
象
界
の
ひ
ろ
が
り
の
表
象
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
同
時
に
、
事
物
の
「
個
別
性
を
成
立
さ
せ
る
原
理
」
で
も
あ
っ
た
。
名
と
形
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
8
）

ら
な
る
個
体
を
無
色
と
呼
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
は
中
村
元
氏
や
和
辻
氏
の
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
個
体
の
名
と
形
が
成
立
す
る

の
は
認
識
作
用
を
根
拠
と
す
る
が
、
認
識
作
用
も
、
自
立
的
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
名
と
形
と
い
う
対
象
に
縁
っ
て
の
み
成
立
す
る
。

対
象
の
な
い
認
識
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
有
支
縁
起
説
形
成
の
比
較
的
早
い
段
階
で
、
七
色
と
識
と
の
相
癌
性
が

意
識
さ
れ
た
の
は
自
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

　
識
・
名
画
の
相
撃
を
説
く
白
糠
縁
起
は
パ
ー
リ
『
ナ
ガ
ラ
経
』
、
パ
…
リ
長
部
十
四
『
大
本
経
』
、
『
藍
東
経
』
な
ど
に
あ
り
、
同
じ
相
依

を
説
き
、
穴
処
を
除
く
九
支
縁
起
は
パ
ー
リ
長
部
十
五
『
大
縁
経
』
に
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
識
、
名
色
の
相
懸
を
説
く
有
支
縁
起
は
『
城

邑
経
』
以
前
に
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　
有
蓋
縁
起
説
発
達
の
歴
史
の
上
で
は
、
『
城
邑
経
』
は
極
量
縁
起
か
ら
十
二
支
縁
起
へ
と
発
展
す
る
過
程
を
反
映
し
て
い
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
識
、
名
色
相
依
型
の
十
支
縁
起
を
も
と
に
、
還
滅
分
の
考
察
に
お
い
て
識
の
消
滅
の
根
拠
を
求
め
て
行
と
無
明
の
消
滅
を
見
出
し
、

ま
ず
還
減
分
が
十
二
支
で
構
成
さ
れ
た
。
そ
の
十
支
か
ら
十
二
支
へ
の
志
向
に
ひ
か
れ
て
、
そ
の
成
長
の
た
め
に
は
不
都
合
で
あ
る
識
・

名
画
の
相
依
が
棄
て
ら
れ
て
非
相
憂
欝
の
十
王
の
流
転
分
が
形
成
さ
れ
、
つ
い
で
流
転
分
も
十
二
支
に
構
成
し
直
さ
れ
て
、
つ
い
に
両
分

と
も
十
二
支
の
縁
起
説
が
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
吹
田
氏
が
示
し
た
よ
う
に
、
溢
泌
『
大
本
経
』
で
は
、
散
文
部
分
の
流
転
分
は
相
依

型
の
十
支
で
あ
る
が
、
韻
文
部
分
に
お
い
て
十
二
支
に
成
長
し
た
流
転
分
で
は
識
・
名
色
の
相
依
性
は
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
相
依
型

十
支
↓
非
相
依
型
十
支
↓
非
相
依
型
十
二
支
と
い
う
流
転
分
の
成
長
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
え
る
。

　
十
二
支
縁
起
成
立
の
形
態
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
と
し
て
、
流
転
分
、
い
い
か
え
れ
ば
苦
の
存
在
の
成
立
根
拠
の
追
求
は
識
あ
る
い
は

　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
三
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三
四
四

識
・
名
色
の
相
依
ま
で
の
十
支
で
足
り
た
の
に
、
還
滅
分
、
す
な
わ
ち
苦
の
存
在
の
消
滅
の
根
拠
の
追
求
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
行
と
無
明

と
の
考
察
が
必
要
で
あ
っ
た
の
か
。
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『
喩
倣
師
地
風
』
の
e
ω
説
（
大
正
三
〇
、
八
二
九
b
の
説
お
よ
び
三

三
二
八
a
の
説
）
は
と
も
に
、
還
滅
分
は
現
世
の
苦
の
消
滅
の
根
拠
を
探
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、
名
色
を
ど
れ
ほ
ど
考
察
し
て
も
識

　
ヘ
　
　
　
へ

の
消
滅
の
根
拠
は
見
出
さ
れ
な
い
、
と
い
う
の
は
、
名
色
は
次
の
世
（
後
様
）
の
識
の
消
滅
の
因
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
、
と
い
う
。
現

世
の
識
か
ら
い
え
ば
、
そ
の
識
の
消
減
は
前
世
に
お
い
て
新
た
な
業
を
作
ら
な
か
っ
た
場
合
に
の
み
あ
り
う
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

の
業
が
行
で
あ
る
。
前
世
に
お
い
て
無
明
を
縁
と
し
て
種
々
の
業
を
積
み
重
ね
た
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
行
が
、
肺
門
果
と
し
て
与
え
る

の
が
今
世
の
識
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
識
の
消
滅
は
、
蝋
色
の
滅
の
み
で
は
な
く
、
前
世
の
無
明
と
行
と
の
消
滅
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能

と
な
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
き
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
衆
賢
が
『
順
正
理
論
』
の
中
で
、
識
（
写
生
識
）
の
根
拠
に
は
生
縁
（
無
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

・
行
）
と
倶
生
縁
（
名
色
）
と
の
二
つ
が
あ
る
と
い
っ
て
い
た
の
も
同
じ
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
城
邑
経
』
は
縁
起
説
を
四
諦
説
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
縁
起
の
流
転
分
は
苦
と
集
（
苦
の
原
因
）
の
探
究
で
あ
り
、
還
減
分
は
減
と

道
と
の
探
究
で
あ
る
。
流
転
分
が
第
十
支
の
識
で
と
ど
ま
る
の
は
、
苦
・
集
の
観
察
と
し
て
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

し
そ
の
よ
う
な
苦
・
集
の
消
滅
と
そ
の
方
法
を
探
る
の
に
は
識
の
減
の
根
拠
で
あ
る
行
、
無
明
の
滅
を
実
践
せ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
い
わ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

流
転
分
は
事
実
の
認
識
・
思
索
で
あ
る
の
に
対
し
、
還
滅
分
は
苦
と
そ
の
原
因
の
絶
滅
の
実
践
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
両
分
の

意
味
の
相
違
を
認
め
る
に
せ
よ
、
心
乱
分
に
お
い
て
名
色
・
識
を
超
え
て
前
世
の
行
・
無
明
が
説
か
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
識
と
行
と
の

間
に
輪
廻
転
生
を
予
想
す
る
こ
と
な
し
に
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　
輪
廻
説
と
い
う
も
の
は
西
紀
前
後
の
イ
ン
ド
人
の
思
惟
方
法
で
あ
っ
た
。
現
代
の
わ
れ
わ
れ
が
論
理
や
実
験
に
よ
っ
て
も
の
の
根
拠
を

探
究
す
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
古
代
の
イ
ン
ド
人
は
根
拠
の
探
究
を
輪
廻
の
表
象
に
よ
っ
て
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
を

大
乗
仏
教
者
は
自
覚
し
て
い
て
、
二
諦
の
簡
別
と
い
う
こ
と
を
云
い
出
し
た
。
論
理
す
な
わ
ち
勝
義
（
第
一
義
）
諦
と
し
て
は
識
・
名
色

の
相
依
で
終
っ
た
の
で
あ
る
が
、
実
践
の
手
が
か
り
、
す
な
わ
ち
…
滋
俗
諦
と
し
て
は
行
、
無
明
と
い
う
輪
廻
的
表
象
を
施
設
せ
ね
ぽ
な
ら



ぬ
と
い
う
。
『
喩
伽
師
地
論
亀
（
大
正
三
〇
、
八
二
九
。
）
で
は
、
十
支
縁
起
を
逆
観
し
て
識
と
名
色
と
が
雄
羊
の
よ
う
に
相
互
依
存
関
係

に
あ
る
の
を
見
て
、
十
支
の
各
々
が
自
ら
作
ら
れ
た
の
で
も
な
く
、
他
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
の
で
も
な
く
、
自
他
の
両
者
に
よ
っ
て
作
ら

れ
た
の
で
も
な
く
、
自
他
に
よ
ら
な
い
、
無
因
な
る
も
の
で
も
な
い
、
と
観
じ
、
縁
起
し
た
法
に
は
作
用
は
な
い
、
・
つ
ま
り
実
体
な
く
空

で
あ
る
と
悟
る
の
が
第
一
義
（
勝
義
）
の
悟
り
で
あ
る
が
、
た
だ
世
俗
に
よ
っ
て
各
支
を
仮
り
に
施
設
す
る
だ
け
で
あ
る
と
い
い
、
こ
れ

を
「
善
く
諸
縁
生
法
を
建
立
す
る
も
作
用
無
し
」
と
い
う
世
尊
の
教
え
方
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
さ
き
に
再
々
言
及
し
た
『
城

邑
経
』
相
依
型
を
引
用
す
る
⇔
説
（
大
正
三
〇
、
三
二
八
a
）
の
直
後
に
も
、
縁
起
の
各
支
が
自
作
・
単
作
・
同
作
・
無
因
生
の
い
ず
れ

で
も
な
い
、
と
『
盧
東
経
』
に
云
わ
れ
る
理
由
を
問
う
の
に
答
え
て
、
「
生
じ
た
も
の
は
有
で
は
な
く
、
縁
に
作
用
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」

と
答
え
て
い
る
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
世
帯
縁
起
に
お
い
て
三
世
を
分
か
ち
、
輪
廻
を
説
く
の
は
た
だ
世
俗
諦
に
よ
る
仮
設
で
あ
る
こ
と
は
、

楡
山
行
派
も
十
分
に
承
知
し
て
い
た
。
こ
の
楡
刊
行
派
の
自
覚
は
、
勝
義
諦
に
お
い
て
は
一
切
空
を
説
き
な
が
ら
、
世
俗
諦
に
お
い
て
は

（
例
え
ば
『
中
論
』
第
二
六
章
）
三
世
流
転
の
十
二
支
縁
起
を
語
る
中
観
派
の
態
度
と
揆
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
乗
仏
教
の
二
丁
論
は
、
『
藍
東
経
』
と
『
城
邑
経
』
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
薩
東
経
』
は
識
・
名
手
の

相
依
で
終
る
流
転
、
還
滅
各
分
十
支
の
縁
起
を
説
き
、
各
支
が
自
作
・
同
作
・
共
作
・
無
多
作
で
な
い
と
い
っ
て
、
空
の
思
想
を
示
唆
す

る
。
そ
れ
は
『
般
若
経
』
か
ら
中
観
派
に
至
る
思
想
の
先
縦
で
あ
る
。
『
城
邑
経
』
は
終
局
的
に
は
還
瀬
分
十
二
支
の
縁
起
を
説
き
、
輪

廻
説
を
媒
介
と
し
た
ア
ー
ラ
や
識
の
設
定
に
至
る
楡
伽
行
派
の
思
想
を
産
み
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

五
　
生

　
　
　
十
二
支
縁
起
を
三
世
に
分
か
ち
、
無
明
・
行
の
二
支
を
過
去
に
、
識
・
名
色
・
滑
革
・
触
・
受
・
愛
・
取
・
有
の
中
間
八
章
を
現
在
に
、

　
　
生
・
老
死
の
二
支
を
未
来
に
配
当
し
、
全
体
を
過
・
現
・
未
の
三
世
に
わ
た
る
輪
廻
の
過
程
と
解
す
る
こ
と
は
す
で
に
『
発
智
論
』
（
前

錨
一
世
紀
．
」
ろ
）
に
お
い
て
定
着
し
て
い
る
。
．
あ
三
世
説
で
い
か
に
も
不
自
然
意
え
る
．
．
と
は
、
生
．
老
死
を
未
来
に
配
す
る
．
．
と
で

1　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
五
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あ
る
。

　
四
諦
説
に
お
い
て
、
苦
と
は
生
・
老
・
病
・
死
・
愛
別
離
苦
・
怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
・
五
慈
盛
苦
で
あ
る
と
さ
れ
る
と
き
、
生
老
病

死
の
四
苦
は
一
体
の
苦
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
生
と
老
（
病
）
死
と
を
二
つ
に
分
け
た
り
、
そ
れ
を
未
来
世
の
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
な
い
。

『
城
邑
経
』
に
お
い
て
「
老
死
」
を
「
老
病
死
」
と
い
い
（
大
正
二
、
八
一
a
一
）
、
『
大
畠
婆
沙
論
』
に
お
け
る
十
二
支
縁
起
解
釈
に
お

い
て
も
、
同
じ
「
老
死
」
を
「
老
病
死
」
と
い
う
こ
と
（
大
正
二
七
、
一
二
三
C
＝
一
、
一
二
四
C
一
九
な
ど
）
は
よ
く
見
ら
れ
る
。
十

二
支
を
説
明
し
て
い
て
「
無
明
に
縁
っ
て
行
、
な
い
し
生
に
縁
っ
て
老
死
、
老
死
に
縁
っ
て
行
学
苦
慮
悩
」
と
い
う
と
き
（
同
一
一
九
b

十
－
十
一
）
愁
悲
三
極
悩
を
老
死
と
別
の
支
分
と
す
れ
ぽ
十
三
支
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
生
老
死
愁
悲
苦
蚕
繭
は
、
こ
こ
で
三
支
に
な

っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ほ
ん
ら
い
は
す
べ
て
が
一
体
の
苦
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
竜
樹
も
『
中
戸
』
第
二
六
章
で
十
二
支
縁
起
を

語
る
と
き
は
「
老
死
憂
悲
苦
悩
悶
」
を
一
つ
と
し
て
い
る
（
八
－
九
十
）
。
『
大
西
婆
沙
論
』
（
大
正
二
七
、
＝
二
b
C
）
で
は
、
三
有

為
栢
（
生
住
滅
1
1
生
老
死
）
の
う
ち
生
を
一
拝
と
し
、
老
死
を
ま
と
め
て
一
支
と
す
る
の
は
何
故
か
と
問
い
、
ま
た
な
ぜ
病
を
除
い
た
の

か
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
議
論
の
内
容
は
取
る
に
足
り
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は
当
時
、
生
・
老
死
の
二
支
に
つ
い
て
種
々
の

疑
惑
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
『
城
邑
経
』
の
冒
頭
で
、
菩
薩
で
あ
っ
た
世
尊
は
「
こ
の
世
間
の
人
々
は
生
ま
れ
て
は
老
い
、
死

し
て
は
ま
た
生
ま
れ
て
苦
に
お
ち
い
っ
て
い
る
」
と
省
察
す
る
が
、
こ
こ
で
も
生
老
死
を
一
つ
の
苦
と
し
て
語
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
有
支
縁
起
の
初
期
の
段
階
で
は
生
老
（
病
）
死
（
愁
悲
苦
憂
悩
）
が
一
つ
の
苦
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
苦
が
、
全
体
と
し
て
、
生
死
流
転
の
、
輪
廻
の
苦
と
し
て
、
原
始
仏
教
に
お
い
て

も
表
象
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
ぬ
、
と
い
う
可
能
性
ま
で
を
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
縁
起
説
に
お
い
て
生
と
老
死
が
別

々
の
支
分
と
さ
れ
た
の
は
や
や
後
代
の
発
展
で
あ
ろ
う
、
と
思
う
わ
け
で
あ
る
。

　
『
発
智
論
』
に
お
け
る
十
二
支
縁
起
の
三
世
説
は
『
大
工
婆
沙
論
』
で
は
い
わ
ゆ
る
三
世
両
重
因
果
論
に
発
展
す
る
。
こ
こ
で
は
、
過

去
の
無
明
・
行
を
因
と
し
、
そ
の
果
と
し
て
現
在
の
識
な
い
し
受
の
五
支
を
配
し
、
現
在
の
愛
・
取
・
有
を
因
と
し
て
、
未
来
の
生
・
老



　
　
死
を
そ
の
果
と
し
、
二
重
の
因
果
を
構
成
す
る
。
こ
の
理
論
は
は
な
は
だ
奇
妙
な
も
の
で
、
現
在
の
識
・
名
爵
・
雷
門
・
触
・
受
は
過
去

　
　
の
因
の
果
で
あ
る
苦
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
属
隷
の
い
ず
れ
の
語
も
直
接
に
苦
の
意
味
を
担
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
有
は
ア
ピ
ダ
ル
マ

　
　
仏
教
が
こ
れ
を
墨
筆
、
す
な
わ
ち
過
去
世
の
行
（
業
）
に
当
た
る
現
世
の
業
と
解
釈
し
て
以
後
、
大
乗
仏
教
に
お
い
て
も
業
と
さ
れ
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

　
　
た
が
、
ほ
ん
ら
い
有
（
げ
訂
く
帥
）
と
は
生
存
の
意
味
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
苦
の
有
情
の
生
存
で
あ
る
か
ら
「
迷
い
の
生
存
」
で
あ
っ
た
こ
と

　
　
は
た
し
か
で
あ
る
が
、
業
（
ぎ
N
ヨ
碧
）
と
か
行
（
。
・
帥
菅
。
。
譲
諺
）
の
意
味
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
業
と
解
せ
ら
れ
る
の
は
、
イ
ン
ド
哲
学
に

　
　
一
般
的
な
「
原
因
を
結
果
に
付
託
す
る
比
喩
」
（
訂
鑓
短
。
。
嚇
惹
藁
麟
巷
p
畠
贋
魯
）
、
つ
ま
り
、
業
は
有
を
引
く
原
因
で
あ
る
か
ら
有
は
業
で

　
　
あ
る
、
と
考
え
る
こ
と
に
よ
る
。

　
　
　
迷
い
の
生
存
（
有
）
に
縁
っ
て
苦
（
生
老
病
死
愁
悲
心
憂
悩
）
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
は
き
わ
め
て
自
然
の
こ
と
で
、
そ
こ
に
輪
廻
転

　
　
生
を
挿
入
す
る
必
要
は
ま
っ
た
く
な
い
。
苦
の
一
形
態
と
し
て
の
生
（
」
践
》
ξ
9
窟
銘
）
と
は
「
生
ま
れ
出
る
こ
と
、
誕
生
」
で
あ
っ
て
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

　
　
れ
以
外
の
意
味
は
な
い
。
そ
の
、
生
ま
れ
出
る
苦
で
あ
っ
た
生
を
生
存
の
始
ま
り
と
解
し
、
有
を
そ
の
生
存
を
牽
く
業
と
解
し
た
と
こ
ろ

　
　
に
、
有
支
縁
起
の
輪
廻
的
解
釈
が
始
ま
る
の
で
あ
る
。
「
迷
い
の
生
存
に
縁
っ
て
苦
が
あ
る
」
と
い
う
有
一
生
老
病
死
愁
悲
苦
憂
悩
の
自

　
　
然
な
二
系
列
を
「
業
に
縁
っ
て
生
が
あ
り
、
生
に
縁
っ
て
老
死
が
あ
る
」
と
い
う
三
系
列
に
理
解
し
た
こ
と
は
顛
倒
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
こ
の
間
の
事
情
を
示
唆
す
る
経
典
と
し
て
、
村
上
氏
が
指
摘
し
た
五
支
の
縁
起
成
道
経
の
一
つ
で
あ
る
『
雑
阿
含
』
二
八
五
経
（
大
正

　
　
二
、
七
九
。
一
八
O
b
）
を
と
り
あ
げ
よ
う
。
こ
れ
に
相
当
す
る
梵
本
は
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
が
校
訂
し
て
い
る
が
、
梵
本
写
本
に
欠
落
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

　
　
多
す
ぎ
る
う
え
に
、
漢
訳
の
ほ
う
が
古
形
を
示
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
漢
訳
に
そ
っ
て
考
え
て
み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ

　
　
　
こ
の
経
は
縁
起
を
灯
明
に
喩
え
る
。
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
は
O
首
p
（
訂
日
篤
）
と
い
う
衷
題
を
与
え
て
い
る
。
油
と
焼
に
よ
っ
て
灯
明
は

　
　
燃
え
る
が
、
こ
れ
に
し
ば
し
ぼ
油
と
注
を
加
え
れ
ば
久
し
く
燃
え
続
け
、
加
え
る
の
を
や
め
れ
ば
尽
き
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
油
と
焼

　
　
に
喩
え
ら
れ
る
物
質
的
存
在
と
味
著
と
に
よ
っ
て
愛
が
あ
り
、
愛
に
よ
っ
て
取
、
有
、
生
、
老
病
死
憂
悲
藤
下
が
あ
る
と
五
爵
縁
起
を
流

躍
転
分
逆
．
順
観
、
還
滅
本
源
．
順
観
に
わ
た
。
て
語
る
。
と
．
」
ろ
墾
、
薩
が
瞑
想
の
中
で
世
間
の
苦
の
根
拠
を
追
求
し
始
め
る
蘭
鼠
頭
の
部

1　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
七
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分
は
「
世
間
は
難
に
入
る
。
い
わ
ゆ
る
、
も
し
く
は
生
、
も
し
く
は
老
、
も
し
く
は
病
、
も
し
く
は
死
、
も
し
く
は
遷
り
、
も
し
く
は
生

を
受
く
。
然
れ
ど
も
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
は
生
老
病
死
（
麗
本
は
生
老
死
）
の
上
お
よ
び
所
依
を
如
実
に
知
ら
ず
。
我
れ
こ
の
念
を
な
す
。
何

の
法
あ
る
故
に
生
あ
り
、
何
の
法
に
縁
っ
て
生
あ
る
や
。
鄙
ち
正
し
く
思
惟
す
る
に
無
間
等
に
知
起
こ
る
。
有
あ
る
が
故
に
生
あ
り
、
有

の
縁
の
故
に
生
あ
り
…
…
」
と
い
い
、
有
か
ら
取
・
愛
ま
で
遡
る
。
そ
の
後
は
愛
・
取
・
有
・
生
・
老
病
死
憂
悲
墨
画
の
五
支
に
つ
い
て

流
転
分
順
守
、
還
滅
華
魁
・
順
観
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
冒
頭
の
部
分
に
は
、
通
常
の
「
何
の
法
あ
る
故
に
老
死
あ
り
、
何
の
法
に

縁
っ
て
老
死
あ
る
や
…
…
生
あ
る
が
故
に
老
死
あ
り
、
生
の
縁
の
故
に
老
死
あ
り
」
と
い
う
一
句
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
生
老
病
死
憂
欝

悩
苦
を
生
と
省
略
し
、
そ
の
苦
は
有
に
よ
っ
て
あ
る
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
限
る
か
ぎ
り
、
こ
の
縁
起
は
愛
・
取
・

有
・
生
老
病
死
憂
碧
羅
苦
の
四
支
し
か
語
ろ
う
と
し
て
い
な
い
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
苦
か
ら
有
へ
と
遡
り
、
有
か
ら
苦
へ
と
降
っ
て
、

生
梅
を
除
い
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
ほ
ん
ら
い
の
形
に
お
い
て
は
、
縁
起
は
、
生
老
病
死
憂
悲
悩
苦
と
い
う
苦
一
般
か
ら
た
だ
ち

に
有
に
連
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六
　
名

色

　
悉
曇
と
同
じ
よ
う
に
、
有
支
縁
起
の
輪
廻
的
解
釈
に
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
た
の
は
名
色
の
支
分
で
あ
る
。
名
色
と
い
う
語
の
原
意
に

つ
い
て
は
さ
き
に
第
四
節
で
触
れ
て
お
い
た
。
い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
、
そ
の
原
意
を
そ
れ
て
、
名
色
の
名
を
精
神
的
側
面
、
色
を
物
質
的

側
面
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
有
支
縁
起
の
問
題
は
紛
糾
し
て
く
る
。
こ
の
考
え
方
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
一
つ
は
名
を
感
受
・

表
象
・
意
思
・
接
触
・
注
意
（
受
・
想
・
思
・
触
・
作
意
）
の
五
つ
に
当
て
、
色
を
四
大
・
四
大
所
造
の
物
質
的
存
在
に
当
て
る
解
釈
で

あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
名
を
五
纈
の
う
ち
の
受
・
想
・
行
（
形
成
力
・
意
欲
）
・
識
に
当
て
、
色
を
五
蔽
の
色
（
物
質
的
存
在
）
に
当
て

　
　
　
　
（
3
5
）

る
も
の
で
あ
る
。
和
辻
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
前
者
の
い
う
受
・
想
・
思
・
触
・
作
意
の
う
ち
受
と
触
は
す
で
に
評
言
・
十
支
・
十

二
支
の
縁
起
説
の
支
分
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
、
名
官
に
も
そ
れ
が
含
ま
れ
る
と
す
れ
ば
二
重
に
存
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
い
か
に
も
不



都
合
で
あ
る
。
歴
史
的
に
も
こ
の
解
釈
は
ま
も
な
く
消
滅
し
た
。
そ
れ
に
反
し
、
名
篇
を
五
車
と
す
る
解
釈
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
か
ら
大
乗
仏

教
に
い
た
る
ま
で
確
固
と
し
て
定
着
し
た
。

　
し
か
し
、
手
癖
を
五
纏
と
す
る
解
釈
に
困
難
が
伴
わ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
五
悪
の
う
ち
の
受
・
行
・
識
の
三
つ
が
十
二
支
縁
起

の
行
・
識
・
受
の
昼
寝
と
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。
九
支
・
十
支
の
縁
起
に
限
っ
て
も
識
と
受
は
二
重
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
重
な
る
支
分
の
数
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
第
二
説
の
ほ
う
が
さ
き
の
並
置
を
受
・
想
・
思
・
触
・
作
意
と
す
る
第
一
説
よ
り
い
っ
そ

う
不
都
合
で
あ
る
。
た
だ
こ
の
第
二
説
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
お
よ
び
大
乗
仏
教
の
思
想
の
発
展
に
寄
与
す
る
き
わ
め
て
重
大
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
。
こ
の
説
の
欠
点
と
思
わ
れ
た
五
慈
の
受
・
想
・
行
の
重
複
が
実
は
新
し
い
思
想
生
成
の
発
条
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ず
識
か
ら
考
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
第
三
節
（
1
1
）
『
大
毘
婆
沙
論
』

因
1果

1

因
一

　　

ﾊ
⊥

脇

1
無
開

一
行識

一
名
色
ー

ー
六
三

－
触II［ll生有手薄受

1
老
死

（
1
1
愛
・
取
）

（
藍
有
）

（
匪
生
）

1
（
1
1
老
死
）

T
（
無
明
）

（
1
1
行
）

（
巨
識
）

1
　
　
1

前
世

ー

ー
現
世

（
“
名
色
●
六
処
・
触
．
受
）
目
塗
未
来
世

輪
廻
と
超
越

に
お
け
る
妙
音
の
第
五
説
お
よ
び
設
摩
達
多
の
第
六
説
が
縁
起
支
の
識
を

結
生
心
（
豊
門
識
）
と
み
な
し
、
の
ち
に
衆
賢
が
そ
れ
を
三
三
識
と
い
っ

た
こ
と
は
、
い
ず
れ
も
縁
起
支
の
識
を
名
色
の
一
部
で
あ
る
識
と
区
別
し

よ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
異
熟
識
に
せ
よ
、
結
生
識
に
せ
よ
、

そ
れ
は
前
世
の
業
の
与
え
た
果
報
と
し
て
の
現
世
再
生
の
識
の
こ
と
で
あ

る
か
ら
、
上
記
の
ア
ビ
ダ
ル
マ
諸
説
は
必
然
的
に
行
支
と
識
支
と
の
間
に

輪
廻
転
生
を
認
め
た
こ
と
に
な
る
。
設
摩
達
多
は
、
識
支
は
生
支
と
同
じ

で
あ
る
か
ら
生
が
衆
苦
の
根
本
で
あ
る
、
と
い
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、

五
支
、
薬
室
の
縁
起
で
有
と
生
と
の
間
に
転
生
を
認
め
る
こ
と
が
さ
き
に

成
立
し
て
い
て
、
行
と
識
と
の
問
の
転
生
は
そ
れ
を
一
方
で
前
提
し
、
他

方
で
縁
起
説
へ
の
五
三
説
の
導
入
を
契
機
と
し
て
い
た
た
め
で
あ
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四
九
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五
〇

い
え
る
で
あ
ろ
う
。
五
薬
の
う
ち
の
行
に
つ
い
て
は
、
十
二
支
縁
起
の
行
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
に
、
後
者
を
前
世
の
、
無
明
を
縁
と

す
る
業
と
み
な
し
、
前
老
を
現
世
の
意
思
（
行
為
）
と
み
れ
ば
よ
い
。
し
か
し
、
現
世
に
は
行
に
当
た
る
も
の
が
も
う
一
つ
あ
る
。
そ
れ

は
業
有
と
解
さ
れ
た
有
で
あ
る
。
こ
の
困
難
を
の
り
き
る
た
め
に
、
現
世
の
八
支
の
前
半
、
識
・
名
色
・
六
処
・
触
・
受
の
羅
宇
を
過
去

世
の
果
と
考
え
、
後
半
、
愛
・
取
・
有
を
未
来
世
の
因
と
考
え
て
、
両
半
分
を
異
質
の
も
の
と
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

ア
ビ
ダ
ル
マ
仏
教
の
三
世
両
重
因
果
説
は
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

　
『
大
翁
島
沙
論
』
（
大
正
二
七
、
一
一
八
。
）
以
来
、
説
一
切
有
部
は
十
二
支
縁
起
の
解
釈
と
し
て
「
時
分
縁
起
」
す
な
わ
ち
い
わ
ゆ

る
分
憶
説
を
と
っ
て
い
る
。
分
位
説
と
は
、
十
二
支
の
各
支
は
そ
れ
ぞ
れ
五
纏
を
そ
な
え
た
一
人
の
人
間
の
個
体
で
あ
り
、
十
二
と
は
そ

の
時
間
的
分
位
の
相
違
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
群
峰
位
に
特
徴
的
な
も
の
を
も
っ
て
各
戸
は
名
づ
け
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
識

支
と
は
結
韻
脚
が
優
勢
で
あ
る
個
体
の
同
位
で
あ
る
。
こ
の
分
位
説
は
、
た
と
え
ぽ
識
・
遜
色
・
六
処
を
母
胎
の
内
で
の
胎
児
成
長
の
諸

段
階
に
当
て
る
、
い
わ
ゆ
る
胎
生
学
的
解
釈
を
産
ん
だ
。
こ
の
解
釈
は
今
日
で
は
悪
評
の
的
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
分
古
説
そ
の
も

の
は
、
各
支
が
五
葱
を
具
え
る
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
支
分
の
重
複
の
聞
茶
を
｝
挙
に
解
決
し
た
も
の
で
あ
り
、
生
や
名
色
の
転
釈
に

よ
っ
て
十
二
支
縁
起
に
輪
廻
的
解
釈
が
導
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た
以
後
に
お
い
て
は
、
最
も
合
理
的
な
解
釈
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

七
　
四
識
住

　
名
色
を
五
方
と
す
る
解
繹
が
成
立
す
る
と
、
四
識
住
の
理
論
が
十
二
支
縁
起
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。
潮
懸
住
は
パ
ー
リ
『
相
応
部
』

第
ニ
ニ
・
五
四
経
「
種
子
」
（
く
。
一
減
一
口
Ψ
綬
）
、
『
雑
阿
含
経
』
第
三
九
経
（
大
正
二
、
八
。
一
九
a
）
な
ど
に
あ
ら
わ
れ
る
が
、
凸
最
も
素

朴
な
形
は
『
雑
阿
含
経
』
第
六
四
経
（
大
正
二
、
一
六
。
一
一
七
a
）
に
見
ら
れ
る
。
五
纏
の
う
ち
の
識
は
他
の
野
駆
、
つ
ま
り
色
・

受
・
想
・
行
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
し
、
そ
れ
に
倥
著
し
て
成
長
し
増
大
す
る
。
こ
の
よ
う
な
識
の
成
長
が
束
縛
で
あ
り
、
迷
妄
で
あ
る

が
、
逆
に
識
が
色
・
受
・
想
・
行
に
住
せ
ず
、
成
長
し
な
け
れ
ぽ
解
脱
が
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。



　
　
　
中
．
村
元
氏
は
、
さ
き
に
引
用
し
た
『
ス
ッ
野
田
パ
ー
タ
』
七
三
四
に
お
い
て
識
が
究
極
の
原
理
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
関
連
さ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）

　
　
て
、
そ
の
同
じ
根
源
的
な
識
の
観
念
が
五
蕩
説
と
結
合
し
た
と
き
に
雅
言
住
の
理
論
が
成
立
し
た
、
と
い
う
。
本
来
は
隅
じ
次
元
で
考
え

　
　
ら
れ
て
い
た
色
・
受
・
想
・
行
・
識
の
う
ち
の
識
が
最
も
根
源
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
、
そ
の
識
は
他
の
四
つ
の
要
素
を
認
識
の
対

　
　
象
と
す
る
と
い
う
理
論
を
形
成
し
た
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
左
右
住
の
理
論
は
五
纏
説
に
お
い
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
認
識
所
説
が
縁
起
説
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
の
は
、
名
色
を
五

　
　
纏
と
す
る
解
釈
が
成
立
し
た
の
ち
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
き
に
第
三
節
（
1
1
）
に
見
た
よ
う
に
、
『
大
毘
婆
沙
論
』
の
な
か

　
　
で
薄
紫
は
、
識
は
識
住
を
捨
て
な
い
が
、
識
住
と
は
名
色
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
縁
起
に
お
い
て
識
を
観
ず
る
と
た
だ
ち
に
名
色
を
観
ず

　
　
る
の
だ
、
と
い
っ
て
い
た
。

　
　
　
こ
の
四
筋
群
説
は
そ
れ
自
体
が
識
と
色
・
受
・
想
・
行
の
相
依
を
語
る
一
種
の
縁
起
説
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
有
支
縁
起
に
お
け
る
識
と

　
　
名
色
と
の
相
依
を
説
明
す
る
た
め
に
有
支
縁
起
の
中
に
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
も
、
第
十
支
の
識
と
第
九
支
の
名
色
（
1
1
五
纏
）

　
　
中
の
識
と
が
二
重
に
な
る
、
と
い
う
困
難
は
存
在
し
た
。
も
っ
と
も
世
友
の
よ
う
に
、
説
一
切
有
部
の
分
量
説
を
と
る
立
場
に
い
る
者
に

　
　
と
っ
て
は
、
縁
起
の
各
支
は
い
ず
れ
も
五
霞
を
具
え
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
重
複
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
　
　
し
か
し
十
二
支
縁
起
を
分
位
説
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
説
一
切
有
部
に
と
っ
て
は
当
然
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
等
量
部
そ
の
他

　
　
の
学
派
に
妥
当
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
大
乗
仏
教
の
楡
伽
行
派
か
ら
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
二
つ
の
解
決
が
提
示
さ
れ
た
。
一
つ
は
冥
色

　
　
を
六
識
の
依
処
と
し
て
の
身
心
と
す
る
解
釈
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
第
十
支
の
識
を
ア
：
ラ
や
識
と
す
る
解
釈
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
う
ち
の
第
一
説
は
第
三
節
（
1
4
i
1
6
）
に
述
べ
た
『
喩
伽
師
地
福
』
の
⇔
説
（
大
正
三
〇
、
八
二
七
c
ー
ー
三
二
一
a
b
）
に
あ
ら

　
　
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
喩
伽
行
派
に
と
っ
て
六
識
は
突
然
に
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
無
始
時
来
に
転
生
を
重
ね
て
い
る
。
過
去
世
の

　
　
六
識
は
無
明
を
縁
と
し
て
業
を
積
み
重
ね
（
行
）
、
そ
の
業
の
異
熟
果
と
し
て
現
世
に
再
生
す
る
。
こ
の
現
世
の
最
初
に
あ
ら
わ
れ
る
異

細
熟
繋
六
識
で
あ
り
、
＋
二
支
縁
起
の
箪
支
識
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
六
識
鏡
象
す
る
識
（
転
識
）
と
な
る
た
め
に
は
依
処
を
必
要

1　
　
　
　
　
　
輪
廻
と
超
越
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
一
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と
す
る
。
そ
れ
は
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
の
感
官
を
構
成
す
る
物
質
（
四
大
）
お
よ
び
そ
の
感
官
の
場
所
で
あ
る
身
体
の
各
部
と
い
う
物

質
的
存
在
（
四
大
所
造
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
第
九
支
子
色
の
色
に
当
た
る
。
六
識
の
第
六
、
意
識
は
、
説
一
切
有
部
以
来
、
一
瞬
間
ま

え
に
過
去
に
落
謝
し
た
六
識
で
あ
る
意
根
に
依
拠
し
て
働
く
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
楡
伽
行
派
も
こ
の
説
を
採
用
し
て
、
意
識
は
前
刹
那

の
識
と
し
て
の
性
根
と
い
う
非
物
質
的
な
感
官
に
依
拠
す
る
と
い
う
。
こ
の
意
根
が
名
色
の
名
で
あ
る
。
か
く
て
、
識
・
名
色
の
早
舞
と

は
、
六
識
と
そ
の
拠
り
所
と
し
て
の
身
心
と
の
相
依
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
説
一
切
有
部
が
意
根
と
い
う
奇
妙
な
感
官
を
考
え
出
し
た
の
は
十
八
界
（
六
根
・
六
境
・
六
識
）
の
範
疇
を
合
理
的
に
説
明
す
る
た
め

で
あ
っ
た
。
五
識
に
関
し
て
五
境
（
色
・
声
・
香
・
昧
・
可
触
物
）
と
い
う
対
象
と
五
識
（
見
る
心
、
な
い
し
、
触
れ
る
心
）
と
五
根

（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
）
と
が
必
要
で
あ
る
よ
う
に
、
第
六
識
に
つ
い
て
も
、
法
（
考
え
ら
れ
る
も
の
）
と
い
う
対
象
と
意
識
と
い
う

心
と
の
ほ
か
に
、
器
官
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
意
識
の
器
官
と
は
前
刹
那
の
意
識
、
つ
ま
り
一
瞬
間
ま
え
の
六
識
で
あ
る
と
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
窮
余
の
一
策
は
、
し
か
し
、
偶
然
に
重
要
な
意
義
を
担
っ
て
い
た
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
過
・
現
・
未
に
わ
た
る
実
在
性

（
三
世
実
有
）
を
説
く
説
一
切
有
部
に
と
っ
て
は
、
過
去
し
た
識
が
現
在
に
突
在
し
て
意
識
の
依
所
に
な
っ
た
と
し
て
も
少
し
も
お
か
し

く
な
い
。
そ
の
う
え
、
説
一
切
有
部
は
そ
う
は
云
わ
な
い
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
の
認
識
に
過
去
に
積
み
重
ね
て
き
た
認
識
や
行
為
の
印

象
が
潜
在
的
に
参
与
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
潜
在
印
象
を
白
根
と
名
付
け
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
い
わ
ば
蕪
習
（
＜
£
9
0
q
自
コ
無
謬
）

で
あ
っ
て
、
の
ち
に
喩
伽
行
派
に
と
っ
て
重
要
な
概
念
と
な
る
。

　
こ
の
、
識
・
漁
色
の
相
依
を
十
二
支
縁
起
に
組
み
込
ん
だ
喩
伽
行
派
の
縁
起
解
釈
第
一
説
は
、
六
識
を
異
熟
鮨
と
す
る
と
こ
ろ
に
や
や

不
自
然
な
点
を
残
し
て
い
た
。
六
識
と
は
ふ
つ
う
現
象
す
る
識
の
こ
と
で
あ
り
、
異
調
識
と
か
結
生
母
と
い
う
と
き
は
下
意
識
的
な
意
味

合
い
を
も
っ
て
い
る
。
直
前
に
触
れ
た
よ
う
に
潜
在
印
象
の
担
い
手
で
あ
る
意
根
は
、
か
り
に
現
在
に
も
実
在
す
る
と
し
て
も
、
現
在
の

意
識
と
は
位
（
螢
悉
。
。
什
冨
）
を
異
に
し
た
過
去
の
識
で
あ
る
。
こ
の
潜
在
印
象
（
蕪
習
）
を
下
意
識
に
属
せ
し
め
、
そ
の
下
意
識
す
な
わ
ち

異
熟
苗
を
過
・
現
・
未
の
三
時
に
流
続
す
る
も
の
と
し
て
、
六
識
と
は
捌
種
の
も
の
と
す
る
ほ
う
が
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
思
索
が
異
熟
識
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を
一
切
種
子
識
つ
ま
り
ア
ー
ラ
や
識
と
す
る
楡
伽
行
派
の
理
論
に
導
い
て
ゆ
く
。

　
『
摂
大
乗
論
』
無
性
釈
に
あ
ら
わ
れ
る
喩
慣
行
派
の
有
支
縁
起
解
釈
は
こ
の
よ
う
に
し
て
出
現
す
る
。
第
三
節
（
1
7
・
1
8
）
で
紹
介
し

た
よ
う
に
、
無
性
は
寒
色
を
五
蔽
と
す
る
説
一
切
有
部
説
に
拠
り
な
が
ら
、
五
藏
の
中
に
す
で
に
識
（
羅
名
）
は
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ

る
か
ら
、
名
色
（
口
五
纏
）
と
識
と
が
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
と
き
の
識
と
い
う
の
は
、
五
纏
の
識
と
は
別
な
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
と
い
う
。
そ
の
別
な
識
と
は
ア
ー
ラ
や
識
で
あ
る
、
と
い
う
。

　
無
性
は
い
う
。
『
城
邑
経
隠
に
〈
識
か
ら
私
の
考
察
は
逆
戻
り
し
、
識
を
越
え
て
は
行
か
な
い
〉
と
説
か
れ
て
い
る
経
文
も
、
そ
の
識

が
「
ア
ー
ラ
や
識
と
し
て
存
在
す
る
な
ら
ば
妥
当
す
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
（
ア
ー
ラ
や
識
）
は
身
体
を
拠
り
所
と
し
て
存
続
し
、
断

絶
す
る
こ
と
な
く
存
在
す
る
か
ら
。
ま
さ
に
こ
れ
ゆ
え
に
、
こ
れ
（
識
畦
ア
ー
ラ
や
識
）
は
名
色
を
縁
と
し
て
い
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

だ
。
こ
れ
（
ア
ー
ラ
や
識
）
は
身
体
に
み
ち
て
い
る
か
ら
」
。
無
性
は
、
名
色
が
あ
れ
ぽ
、
そ
れ
を
拠
り
所
と
し
て
識
は
常
に
存
在
し
な

け
れ
ぽ
な
ら
な
い
が
、
眼
識
な
ど
の
六
転
識
は
、
無
想
定
・
減
留
男
な
ど
の
場
合
は
断
絶
し
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
の
場
合
、
単
色
・
識
の

相
依
は
な
り
た
た
な
い
、
ゆ
え
に
無
想
定
な
ど
の
場
合
に
も
常
に
存
在
す
る
識
す
な
わ
ち
ア
ー
ラ
や
識
が
要
請
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と

考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
無
性
は
『
喩
伽
聖
地
論
』
の
匂
説
が
六
識
と
同
一
視
し
て
い
た
縁
起
説
の
識
支
を
ア
ー
ラ
や
識
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
識
・
名
色
の

相
依
を
説
く
『
城
琶
経
』
を
よ
り
合
理
的
に
説
明
し
う
る
、
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
城
邑
経
』
の
縁
起
説
の
考
察
は
か
く
し
て
つ
い

に
「
ア
ー
ラ
や
識
」
縁
起
と
い
う
唯
識
派
の
理
論
を
も
引
き
出
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
無
性
（
》
し
・
奉
び
訂
毒
四
五
〇
一
五
三
〇
こ
ろ
）

は
か
な
り
後
代
の
、
ア
…
ラ
や
識
成
立
以
後
の
学
者
で
は
あ
る
が
、
彼
は
こ
の
理
論
を
『
摂
大
乗
論
』
の
ア
ー
ラ
や
識
存
在
論
証
に
注
釈

し
な
が
ら
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
理
論
は
喩
伽
行
派
に
お
け
る
ア
ー
ラ
や
識
論
成
立
の
事
情
の
一
要
素
を
反
映
し
て
い
る
と

見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

輪
廻
と
超
越

三
五
三
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本
稿
で
は
縁
起
説
は
、
『
城
邑
経
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
十
支
か
ら
十
二
支
に
発
展
し
、
し
か
も
行
・
無
明
の
二
支
は
還
追
分
に
お

い
て
ま
ず
必
要
と
さ
れ
た
、
と
い
う
武
内
義
範
氏
の
提
唱
を
出
発
点
と
し
て
、
『
城
邑
経
』
の
性
格
・
資
料
を
吟
味
し
、
説
一
切
有
部
・

漁
戸
行
派
の
初
期
の
思
想
家
た
ち
の
『
城
邑
経
』
解
釈
が
、
武
内
氏
の
い
う
縁
起
説
発
展
の
歴
史
的
順
序
と
そ
の
意
味
を
実
証
し
て
い
る

こ
と
を
示
し
て
き
た
。
た
だ
、
武
内
氏
は
、
『
城
邑
経
』
の
縁
起
説
を
原
始
仏
教
の
縁
起
説
と
の
関
連
の
う
え
で
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る

が
、
わ
た
く
し
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
『
城
邑
経
』
は
む
し
ろ
ア
ビ
ダ
ル
マ
お
よ
び
大
乗
仏
教
の
縁
起
説
に
と
っ
て
、
よ
り
大
き
な
意
味

を
も
ち
、
そ
の
展
開
に
寄
与
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
『
誠
邑
経
』
の
縁
起
説
は
説
一
切
有
部
の
時
分
縁
起
（
分
本
説
）
の
成
立
の
た
め
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
十
二
支
縁
起
を
有
情

輪
廻
の
過
程
と
す
る
解
釈
は
こ
の
学
派
の
時
分
縁
起
に
お
い
て
定
着
す
る
が
、
そ
れ
は
流
転
分
十
薬
が
還
滅
分
十
二
支
に
成
長
す
る
と
き
、

行
・
無
明
を
識
の
前
世
の
原
因
と
し
て
付
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
楡
伽
行
派
は
説
一
切
有
部
の
輪
廻
的
な
縁
起
解
釈
を
継
承
し
な
が
ら
、
識
・
無
色
の
相
依
の
問
題
を
契
機
と
し
て
ア
ー
ラ
や
識
を
発
見

し
、
十
二
支
縁
起
を
ア
ー
ラ
や
識
の
転
変
の
一
形
態
と
し
て
解
釈
し
て
ゆ
く
。
こ
の
考
え
方
が
、
外
界
の
存
在
を
否
定
し
、
自
己
と
世
界

を
認
識
の
表
象
と
す
る
観
念
論
（
唯
識
思
想
）
と
結
び
つ
く
。
そ
の
と
き
に
は
輪
廻
は
、
そ
の
事
実
性
を
否
定
さ
れ
て
、
認
識
の
展
開
と

し
て
理
解
さ
れ
る
。
唯
識
思
想
は
そ
の
観
念
論
に
よ
っ
て
輪
廻
思
想
を
超
越
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
同
じ
よ
う
な
縁
起
説
に
お
け
る
輪
廻
の
超
越
は
、
『
十
地
勢
』
『
金
線
経
』
な
ど
を
媒
介
と
し
て
成
立
す
る
竜
樹
の
中
観
思
想
に
お
い
て

も
果
た
さ
れ
る
。
竜
樹
は
『
中
論
』
第
二
六
章
、
と
く
に
『
因
縁
心
論
』
に
お
い
て
、
十
二
支
縁
起
を
「
空
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
ら
空
な

る
も
の
が
生
じ
る
だ
け
で
あ
る
」
（
『
因
縁
心
論
』
四
c
d
）
と
解
釈
し
、
輪
廻
と
い
う
「
蕩
の
続
生
」
を
実
に
は
「
無
移
行
」
と
考
え
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
に
は
、
竜
樹
も
十
二
支
縁
起
の
解
釈
に
さ
い
し
て
識
・
名
号
の
脳
髄
に
言
及
す
る
（
『
中
論
』
二
六
・
四
）
。
こ
の
こ
と



は
彼
も
『
城
邑
経
』
あ
る
い
は
『
盈
東
経
』
に
負
う
所
の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
彼
は
「
空
の
縁
起
」
の
思
想
に
よ
っ
て
説
一
切
有

部
の
縁
起
の
輪
廻
的
解
釈
を
、
継
承
し
つ
つ
超
越
す
る
の
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
こ
の
間
の
経
緯
を
「
中
観
派
の
十
二
支
縁
起
解
釈
」

（『

ｧ
教
思
想
史
』
3
、
平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
亜
目
と
い
う
論
文
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
の
で
、
本
稿
に
お
い
て
繰
返
す
こ
と
は
避
け

る
。　

初
め
に
述
べ
た
よ
う
に
、
わ
た
く
し
は
本
稿
に
お
い
て
原
始
仏
教
の
縁
起
説
に
関
説
す
る
意
図
を
も
た
な
い
。
し
か
し
部
派
仏
教
や
大

乗
仏
教
の
初
期
の
思
想
を
吟
味
し
て
い
る
う
ち
に
、
有
声
縁
起
の
発
農
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
点
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
二
、

三
の
示
唆
を
ま
と
め
て
、
こ
こ
に
仮
説
と
し
て
記
し
て
お
く
。

　
有
心
縁
起
説
は
、
比
較
的
初
期
の
一
段
階
で
は
、
生
老
病
死
憂
悲
苦
難
悩
と
い
う
「
苦
」
は
、
迷
い
の
生
存
で
あ
る
「
有
」
に
よ
っ
て

あ
り
、
そ
の
有
は
「
取
」
「
愛
」
を
根
拠
と
す
る
、
と
い
う
観
察
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
苦
の
う
ち
の
生
を
老
死
以
下
と
区
別
し
て
二
支

と
す
る
考
え
が
起
こ
る
と
、
有
を
こ
の
世
に
お
け
る
誕
生
の
原
因
と
し
て
の
前
世
の
業
（
業
有
）
と
す
る
解
釈
が
生
ま
れ
、
二
世
に
わ
た

る
五
支
・
六
支
の
縁
起
説
が
成
立
す
る
。
一
方
「
識
」
を
生
存
と
苦
の
系
列
の
最
終
根
拠
と
す
る
考
え
が
早
く
か
ら
あ
っ
た
の
で
、
さ
き

の
五
爵
・
六
畜
の
縁
起
は
さ
ら
に
遡
り
、
識
に
ま
で
い
た
る
九
支
・
十
支
に
成
長
し
、
識
と
名
色
と
の
交
互
因
果
の
思
想
が
導
入
さ
れ
た
。

名
色
を
五
趣
と
す
る
解
釈
が
起
こ
っ
て
き
た
と
き
、
五
畿
と
識
と
の
相
依
性
は
流
転
の
積
極
的
根
拠
で
は
あ
っ
て
も
、
そ
の
還
滅
の
消
極

的
根
拠
で
は
な
い
こ
と
が
自
覚
さ
れ
、
識
の
消
滅
の
根
拠
と
し
て
「
行
」
「
無
明
」
が
ふ
た
た
び
前
世
に
施
設
さ
れ
た
。
か
く
て
、
有
と

生
、
行
と
識
と
の
間
に
そ
れ
ぞ
れ
転
生
が
あ
る
た
め
に
、
三
世
に
わ
た
る
十
二
支
縁
起
が
形
成
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

1355

　
注

（
1
）

（
2
）

武
内
義
範
「
縁
起
説
に
於
け
る
相
依
姓
の
問
題
」
、
京
都
大
学
文
学
部
『
五
十
周
年
記
念
論
集
』
、
一
九
五
六
、
一
五
三
－
一
八
一
ペ
ー
ジ
。

こ
の
指
摘
は
村
上
真
完
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
縁
懸
（
づ
⊆
。
σ
q
餌
B
）
一
十
支
縁
起
と
十
二
縁
起
（
そ
の
一
）
」
（
『
仏
教
研
究
』
第
三
号
、

輪
廻
と
超
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

三
五
五
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九
七
二
）
三
一
i
三
ニ
ペ
ー
ジ
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
流
転
分
軽
羅
の
終
り
は
「
炉
縁
死
、
死
縁
愁
憂
苦
悩
」
と
い
う
か
ら
十
三
支
と
も
数

　
え
ら
れ
、
還
滅
分
順
観
の
終
り
は
「
生
滅
則
老
病
滅
、
老
病
減
則
死
滅
」
（
三
本
は
「
生
滅
則
老
病
死
滅
」
）
と
い
う
か
ら
、
こ
こ
で
も
十
三
支
と
な

　
る
。
し
か
し
逆
観
の
場
合
は
い
ず
れ
も
十
二
支
で
あ
る
（
村
上
同
上
、
二
四
ペ
ー
ジ
註
1
6
）
。
榎
本
氏
は
、
本
来
は
十
支
縁
起
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ

　
る
、
と
い
う
。
榎
本
文
雄
「
自
大
難
論
無
性
釈
に
引
用
さ
れ
る
若
干
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」
、
『
仏
教
史
学
研
究
』
第
二
四
巻
第
一
言
写
、
註
1
4
。

（
3
）
臣
ぎ
馨
匿
唄
。
。
・
ゲ
ぎ
。
ユ
”
夢
Φ
謡
①
翼
。
胤
b
d
口
強
δ
β
。
伍
．
雪
山
貫
ξ
臼
・
≦
．
臣
賦
σ
q
”
9
。
。
・
。
。
δ
巴
”
Z
窒
ぎ
長
お
。
。
ρ
℃
賢
．
・
。
・
。
山
。
合

　
O
o
唱
2
飢
①
三
〇
ユ
σ
q
一
g
二
〇
影
帥
づ
自
O
o
ム
①
冨
5
伍
窪
畠
●

（
4
）
　
和
辻
哲
郎
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
二
七
、
三
七
八
一
三
七
九
ペ
ー
ジ
、
と
く
に
注
（
四
）
（
五
）
。

（
5
）
　
こ
の
点
の
指
摘
も
村
上
氏
前
掲
論
文
二
五
ぺ
！
ジ
注
（
2
0
）
に
お
い
て
な
さ
れ
た
。

（
6
）
　
本
稿
脱
稿
後
に
『
椎
尾
辮
匡
著
作
集
』
に
か
な
り
ま
と
ま
っ
た
『
城
邑
経
』
研
究
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

（
7
）
　
平
野
真
完
「
縁
起
成
道
説
資
料
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
十
三
巻
一
号
、
一
九
六
五
）
一
八
八
ペ
ー
ジ
に
こ
れ
ら
三
十
五
例
の
分
類
表
が
あ

　
る
。
こ
の
三
十
五
と
い
う
数
宇
は
、
同
一
経
文
の
サ
ソ
ス
ク
リ
ヅ
ト
・
パ
…
リ
・
蔵
訳
・
漢
訳
と
そ
の
国
訳
な
ど
を
も
別
々
に
数
え
た
も
の
で
あ

　
る
。
本
文
中
に
後
述
す
る
よ
う
に
、
平
野
（
村
上
氏
と
同
一
人
）
一
覧
蓑
以
後
発
見
さ
れ
た
も
の
、
訂
正
さ
れ
た
も
の
を
取
捨
す
る
と
本
文
中
の
数

　
字
と
な
る
。
ま
た
『
ブ
ツ
ダ
チ
ャ
リ
タ
』
、
そ
の
漢
訳
『
仏
善
行
讃
』
（
平
野
一
覧
表
の
2
7
・
2
8
）
は
詩
人
ア
シ
ュ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
の
作
品
で
、
そ
こ

　
に
あ
ら
わ
れ
る
縁
起
説
は
厳
密
な
意
味
で
は
経
文
の
引
用
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
便
宜
上
こ
れ
も
経
文
の
引
用
と
み
な
し
て
数
に
入
れ

　
る
。
ま
た
平
野
氏
は
「
縁
起
成
道
説
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
が
、
縁
起
説
を
含
む
経
典
お
よ
び
論
書
に
引
用
さ
れ
る
縁
起
説
経
文
の
意
味
で
、
本

　
稿
で
は
「
縁
起
成
道
経
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。
な
お
平
野
一
覧
表
¢
◎
増
一
阿
含
3
8
・
4
は
、
3
1
・
4
の
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
。

（
8
）
　
有
繋
縁
起
説
は
、
そ
の
完
全
な
形
に
お
い
て
は
、
A
（
1
）
老
死
↓
生
↓
…
…
行
↓
無
明
。
A
（
2
）
無
明
↓
行
↓
…
…
生
↓
老
死
。
B
（
1
）

　
老
死
の
滅
↓
生
の
滅
↓
…
…
行
の
滅
↓
無
明
の
滅
。
B
（
2
）
無
明
の
減
↓
行
の
滅
↓
…
…
生
の
滅
↓
老
死
の
滅
、
と
い
う
四
部
分
か
ら
成
る
。
こ

　
の
四
部
分
の
呼
び
方
は
従
来
ま
ち
ま
ち
に
行
な
わ
れ
、
A
を
順
観
・
生
観
、
B
を
逆
観
・
滅
観
、
（
1
）
を
自
然
的
順
序
、
（
②
）
を
逆
的
順
序
な
ど

　
と
呼
ん
で
い
る
。
統
一
を
期
す
る
た
め
、
村
上
氏
が
『
大
毘
婆
心
論
』
に
従
っ
て
採
用
し
た
よ
う
に
、
A
を
流
転
分
、
B
を
還
減
分
、
（
1
）
を
逆

　
観
、
（
2
）
を
順
観
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
た
と
え
ば
A
（
1
）
は
流
転
分
逆
観
で
あ
り
、
B
（
2
）
は
国
語
分
順
潮
で
あ
る
。
村
上
「
サ
ン
ス
ク

　
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
」
ご
二
ぺ
ー
ジ
及
び
二
四
ペ
ー
ジ
注
（
1
1
）
注
（
1
5
）
参
照
。

（
9
）
　
以
上
は
村
上
氏
が
ト
リ
パ
ー
テ
ィ
ー
解
読
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
乞
。
。
σ
q
⇔
琶
（
三
留
器
）
。
。
鐸
尽
を
訂
正
復
元
し
た
テ
キ
ス
ト
（
村
上
「
サ
ン

　
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
」
二
八
一
四
〇
ペ
ー
ジ
）
に
そ
っ
て
そ
の
内
容
を
摘
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
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（
1
0
）
　
村
上
「
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
本
城
邑
経
」
二
〇
ペ
ー
ジ
、
二
三
ペ
ー
ジ
註
（
1
～
5
）
。
山
田
竜
城
『
梵
語
仏
典
の
諸
文
献
』
、
平
楽
寺
書
店
、
一

　
九
五
九
、
三
三
－
三
九
ペ
ー
ジ
。
村
上
「
阿
含
に
関
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
資
・
料
に
つ
い
て
」
、
国
訳
一
切
経
印
度
撰
述
部
・
月
報
『
三
蔵
』
、
一
九

　
六
九
。
さ
ら
に
湯
山
明
「
中
央
ア
ジ
ア
の
梵
語
仏
典
」
（
『
東
洋
学
術
研
究
』
第
二
三
巻
第
一
号
、
一
九
八
四
所
収
）
参
照
。

（
1
三
）
　
U
署
凱
》
●
¢
貫
藍
田
ミ
虐
曼
ミ
b
ζ
軸
ミ
匙
ミ
監
房
。
箋
紬
嵩
砺
琳
N
ミ
帖
免
y
蛍
び
需
。
『
q
琶
固
露
ゆ
．
勺
露
一
〇
δ
σ
q
…
8
ゆ
信
傷
山
ぼ
8
曽
o
Q
Φ
ユ
①
ω
ζ
ぎ
。
門
目
押

　
6
ゲ
。
刃
㊦
南
緯
6
陣
ご
び
日
切
”
目
零
。
。
い
幻
．
国
㌍
噂
筥
語
Φ
嵩
。
ぎ
毎
○
ミ
穿
き
馬
ぎ
ト
蹄
ミ
ミ
ミ
、
馬
ミ
穴
ぎ
ミ
嵩
w
ω
ε
虫
叫
勺
ゲ
昌
。
δ
喩
8
ゆ
ロ
山
α
三
＄

　
O
o
8
ω
δ
5
豪
男
蓬
髪
ω
①
ユ
留
H
鍔
↓
『
⑦
勾
Φ
蔓
昏
臨
際
げ
♂
『
団
．
日
Φ
刈
9
ω
．
≦
暮
§
接
y
Q
貸
馬
戦
｝
ミ
，
ミ
起
～
ミ
魁
ミ
，
蹄
ぎ
〉
§
ミ
畠
物
，
膏
計
寧
ミ
ミ
§

　
Q
一
尉
鳶
①
象
8
儀
9
δ
巳
£
・
瓢
き
け
二
身
9
卜
。
く
。
圃
ω
こ
μ
⑩
詰
1
お
δ
》
↓
ぎ
園
。
¢
魯
9
。
一
W
日
日
。
辞
”
象
蒙
ミ
，
ミ
愚
～
ミ
督
、
暮
§
ミ
㌔
、
3
9
ミ
、
ミ
》
隔
ミ
嵩

　
さ
醤
§
顎
骨
謄
（
ヵ
o
B
四
三
N
巴
↓
Φ
蓉
y
凄
く
9
ぎ
o
o
ず
唱
唱
寒
O
①
三
①
5
↓
o
ぎ
。
。
ゲ
冒
鋤
・
這
○
。
ご
ρ
〈
9
蚕
邑
げ
9
毎
き
罎
き
・
薦
ミ
§
ミ
壱

　
9
歯
翫
卜
§
ミ
§
，
慧
、
駄
琴
馬
験
良
疑
潮
ミ
、
ミ
愚
～
ミ
職
§
，
罫
§
ミ
、
、
3
↓
冨
図
Φ
蔓
置
ざ
r
ち
。
。
卜
。
脚
兜
木
正
亨
『
ス
タ
イ
ン
・
ペ
リ
オ
蒐
集
　
箆
鷺
法
華

　
経
目
録
』
霊
友
会
一
九
七
八
。
》
’
磯
円
舞
ヨ
四
”
Q
o
鴫
鴇
。
ヨ
g
冨
。
げ
Φ
¢
び
巽
臨
。
露
荒
び
母
岩
Φ
し
d
o
縣
餌
臣
ω
け
冨
。
ゲ
Φ
ω
飴
諺
ξ
等
い
搾
①
鑓
ε
「
”
国
器
8
『
↓
o
お

　
唱
§
違
孕
↓
偽
慧
免
（
H
ヨ
》
敷
霞
。
σ
Q
Φ
鎌
窪
》
ぎ
α
の
ヨ
冨
曾
「
≦
団
。
。
。
。
①
霧
。
冨
津
窪
冨
○
α
a
コ
σ
q
§
冒
冨
「
σ
q
．
〈
o
路
閂
b
d
ω
9
①
洋
ソ
≦
一
跨
げ
巴
①
P
掃
ミ
P

（
1
2
）
　
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
七
、
六
一
ぺ
…
ジ
（
赤
沼
智
善
解
説
）
参
照
。

（
1
3
）
い
．
ω
。
7
ヨ
爵
食
。
¢
器
詳
N
仁
山
窪
閃
⑦
N
窪
ω
δ
器
鵠
留
。
・
O
留
冨
奉
凪
σ
Q
昼
≦
N
閤
ω
O
博
お
刈
9
榎
本
文
雄
「
¢
円
宗
奉
お
帥
諸
本
と
雑
阿
含
経
、

　
別
訳
雑
阿
含
経
、
中
切
含
経
の
部
派
帰
属
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
八
－
二
、
一
九
八
0
、
同
「
説
一
切
有
部
系
ア
ー
ガ
マ
の
展
開
一
『
中

　
阿
含
』
と
『
雑
阿
含
』
を
め
ぐ
っ
て
一
」
（
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
ご
1
二
、
一
九
八
四
。

（
1
4
）
　
Q
o
「
ピ
①
5
↓
Φ
×
θ
①
ω
器
廣
。
ユ
け
。
。
山
①
↓
o
琶
〒
湿
。
養
轟
”
き
”
目
㊤
H
O
（
H
図
y
お
甲
鼠
ρ

（
1
5
）
　
燭
談
・
冒
ゴ
冨
ε
嵩
》
8
冨
O
o
呂
言
薮
切
ユ
。
剛
β
勇
》
鈎
H
㊤
ら
。
G
。
℃
α
ミ
ー
呂
Q
。
●

（
1
6
）
　
○
↓
ユ
冨
甚
句
§
暮
ミ
再
再
§
笈
磁
砺
ミ
ミ
恥
§
鱗
」
≦
駄
轡
§
養
君
』
詠
ミ
（
ω
9
房
甘
露
。
×
傍
①
霞
。
。
伽
窪
↓
弓
明
き
欝
乱
窪
く
H
H
H
）
”
b
d
o
島
員

　
お
β
忠
占
0
9
村
上
「
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
本
城
邑
経
」
。

（
1
7
）
　
国
’
毛
巨
獣
。
ゲ
田
無
計
b
§
さ
》
団
慾
額
へ
轡
§
恥
ミ
、
、
3
0
ぎ
犀
⇔
コ
。
駄
ω
o
げ
興
6
Φ
×
け
儲
ぴ
卑
劣
①
。
。
冨
ぴ
窪
い
。
訂
8
晒
し
d
億
山
縣
ゲ
留
”
↓
o
臨
ゴ
H
O
㎝
ω
”
↓
虫
一

　
b
っ
”
H
⑩
㎝
9
国
毛
自
。
匡
。
。
9
ヨ
己
計
器
黛
鳩
国
罫
、
、
き
§
N
勢
ら
奪
，
ミ
§
§
題
＾
馬
§
↓
ミ
暦
℃
S
ミ
魯
詳
≦
貯
ω
げ
践
Φ
♪
↓
〇
二
H
》
δ
①
伊
6
Φ
諾
b
o
噂
お
①
Q
。
”
↓
①
諜

　
。
。
”
日
⑩
刈
ご
吹
田
隆
道
「
梵
文
大
本
経
縁
起
説
の
復
元
に
つ
い
て
」
、
『
仏
教
史
学
研
究
』
第
二
四
巻
第
二
号
、
一
九
八
二
年
。

（
1
8
）
　
平
野
（
村
上
）
真
完
「
縁
起
成
道
説
資
料
」
、
一
八
九
ペ
ー
ジ
。

（
1
9
）
拙
稿
「
〉
い
墨
σ
q
7
。
招
の
伝
え
る
縁
起
説
」
（
『
中
川
善
教
先
生
頒
徳
記
念
論
集
　
仏
教
と
文
化
』
、
一
九
八
三
）
に
チ
ベ
ッ
ト
語
校
訂
テ
キ
ス
ト
、

輪
廻
と
超
越

三
五
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
五
十
号

1

三
五
八

　
漢
訳
、
和
訳
を
並
記
し
て
い
る
。

（
2
0
）
　
『
順
正
理
論
』
、
大
正
二
九
・
五
〇
四
。
。

（
2
1
）
　
榎
本
文
雄
「
摂
大
乗
論
無
性
釈
に
引
用
さ
れ
る
若
干
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
　
　
城
邑
経
の
展
開
を
中
心
に
　
　
」
、
『
仏
教
史
学
研
究
』
第
二
四

　
巻
第
二
号
、
一
九
八
二
、
四
八
－
四
九
ペ
ー
ジ
。

（
2
2
）
　
榎
本
氏
同
上
論
文
、
五
〇
1
五
三
ペ
ー
ジ
。

（
2
3
）
＜
陰
穿
9
θ
§
訂
q
2
§
偽
口
乞
鋤
§
、
導
ミ
ミ
駄
壽
寒
寒
≧
§
寒
w
¢
臨
冒
。
｛
9
巨
§
し
8
刈
る
ω
P
H
o
山
窃
”
冨
屋
譲
判
3
窪
帥

　
ぴ
。
暴
勇
け
塞
。
・
携
尊
8
巷
⇔
5
畏
く
冨
藍
。
H
s
巻
8
く
一
欝
欝
け
冨
讐
遷
留
話
誉
け
。
二
塁
。
。
書
窓
け
謡
越
・
げ
ξ
。
、
品
ω
び
ξ
無
爵
。
・
ヨ
践
g
巴

　
牙
鋤
同
旨
⇔
ミ
。
塁
細
雪
怒
罵
。
β
霧
雪
旨
砕
冨
く
ご
濫
冨
。
円
簿
曇
声
鶯
（
滋
発
議
ε
9
召
再
訂
）
滋
爵
旨
冨
箕
導
者
饗
白
く
一
隻
謬
帥
ぢ
曙
零
効
巨
n
・

　
亀
象
。
く
管
ぎ
富
豪
餌
高
峯
餅
く
葺
四
夢
雷
窪
。
。
塁
・
霊
零
巴
σ
q
。
詔
8
§
冨
買
書
房
留
く
『
け
♂
夢
醇
邑
ぎ
鼠
舞
異
用
巷
摘
要
饗
け
奉
畏
ぢ
畠
誌
◎
－

　
器
菖
似
§
b
韓
矯
巳
魚
骨
仲
§
ξ
q
。
巻
8
』
葺
三
℃
9
厨
。
ε
魯
§
急
冒
（
8
）
琶
冨
q
自
ひ
訂
く
蓉
の
巻
く
ご
長
潟
9
。
ω
巻
巴
轟
三
冨
葺
《
・
欝

　
霧
養
（
ヨ
O
）
℃
養
蔓
帥
く
Φ
犀
誓
3
く
似
軍
丸
カ
ッ
コ
内
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
よ
り
補
完
訂
正
。

（
2
4
）
　
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
文
は
長
文
で
あ
る
の
で
、
識
と
名
色
と
の
相
依
を
説
く
部
分
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。
国
冨
算
9
。
。
訂
曙
P
8
b
潔
巳
藁
㊤
P
諒
韓
3
山

　
く
冒
窪
く
ご
瀦
冨
ぢ
訂
餌
。
語
口
鋤
営
舘
ξ
p
営
℃
翼
曇
冨
毬
話
圏
§
⑦
“
雷
。
＄
翼
朔
望
吟
麸
⑦
望
月
量
切
葦
富
ぢ
く
翼
簿
①
”
罵
巴
。
饗
8
私
ヨ
。
・
昌
・

　
噂
呂
§
巻
巻
ぢ
く
ご
裁
慈
旨
一
け
憎
。
。
自
。
訂
げ
密
＄
ぢ
。
①
巳
身
鋤
H
ε
p
日
鶏
ヨ
器
§
寅
p
葺
＆
山
野
膏
。
国
鼠
ヨ
3
嵩
瓦
器
く
こ
鐡
謬
倒
鈷
ぢ
巻
昏
冥
。
α
Q
飴
ヨ

　
餌
ぎ
《
。
留
山
謬
ξ
餌
圏
蒜
㎞
芝
⇔
彊
く
言
鍵
器
葦
℃
♂
誤
け
膏
げ
匿
く
聾
…
…
・
奉
ぢ
ゲ
一
く
言
g
巷
韓
細
雪
雷
雲
諺
。
民
ε
9
ぢ
畠
舞
葭
葉
箕
鋤
？

　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
の
ぞ
コ

　
望
9
。
《
曽
ぢ
。
Ω
。
〈
二
旨
四
昌
螢
ヨ
●
：
・
：
・

（
2
5
）
　
榎
本
氏
「
摂
大
乗
論
無
性
釈
に
引
用
さ
れ
る
若
干
の
経
文
を
め
ぐ
っ
て
」
四
四
－
四
七
ぺ
：
ジ
。

（
2
6
）
　
平
野
真
完
「
阿
含
ニ
カ
ー
ヤ
の
偶
頒
に
つ
い
て
」
、
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
囲
十
巻
一
号
、
二
八
七
ペ
ー
ジ
。

（
2
7
）
　
中
村
光
『
原
始
仏
教
の
思
想
』
下
、
春
秋
社
、
一
九
七
一
、
＝
二
九
ペ
ー
ジ
参
照
。

（
2
8
）
　
中
村
氏
同
上
書
、
一
二
二
、
一
三
〇
、
一
三
一
ペ
ー
ジ
。
和
辻
氏
前
掲
書
三
三
四
ペ
ー
ジ
。

（
2
9
）
　
前
注
（
2
0
）
の
個
所
Q

（
3
0
）
　
村
上
氏
「
縁
起
成
道
説
資
料
」
注
5
参
照
。

（
3
1
）
　
和
辻
氏
前
掲
書
、
二
七
七
、
二
七
八
ぺ
ー
ジ
に
は
無
知
－
取
著
一
苦
、
あ
る
い
は
無
明
一
山
愛
－
下
弓
提
（
取
）
一
苦
と
い
う
初
期
の
縁
起
系

　
列
を
あ
げ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
わ
た
く
し
は
原
始
仏
教
の
縁
起
説
に
た
ち
入
る
つ
も
り
は
な
い
の
で
詳
論
し
な
い
。
た
だ
、
生
老
死
を
一
つ



　
の
苦
と
す
る
わ
た
く
し
の
見
解
に
等
し
い
意
見
を
和
辻
氏
（
三
〇
三
ペ
ー
ジ
）
も
中
村
氏
（
前
掲
書
九
六
ペ
ー
ジ
）
も
記
し
て
い
る
。

（
2
3
）
　
中
村
氏
凸
剛
掲
薫
日
、
　
九
九
ペ
ー
ジ
。

（
3
3
）
　
和
辻
氏
は
、
生
老
病
死
論
意
苦
悩
と
苦
一
般
の
中
に
一
括
さ
れ
て
い
た
生
が
、
偽
証
縁
起
の
段
階
で
老
病
談
論
悲
苦
悩
と
区
別
さ
れ
、
一
切
の

　
苦
の
不
可
欠
の
条
件
と
し
て
立
て
ら
れ
た
、
と
い
う
す
ぐ
れ
た
解
釈
を
行
な
っ
た
（
前
掲
書
二
八
三
ぺ
ー
ジ
）
が
、
さ
ら
に
進
ん
で
「
無
常
で
あ
る

　
こ
と
の
開
始
が
生
の
意
義
で
あ
る
」
（
同
三
〇
六
ペ
ー
ジ
）
と
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　　　　　　　　　　　　　　Transmigration　and　its　Transcendence

　　　　　　　On　the　Theory　of　Dependent　Origination　as　Represented

　　　　　　　　　　in　the　So－called　“SUtra　of　the　Old　Town”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケyYuichi　Kal量yama

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Buddhist　Studies，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Faeulty　of　Letters，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kyoto　Uniyersity

　　In　the　Northern　Tradition　of　Ear1y　Buddhisrn　we　find　extant　in　Sanskrit

and　Chinese　a　group　of　stttras，　each　of　which　describes　the　enlightenment

of　Gautama　Buddha　or　others　of　the　past　seven　Buddhas　by　meditation　of

a　type　of　dependent　originatlon　consisting　of　10　members　in　the　section

of　transmigrating　lives　（prav．rtti）　and　12　members　in　the　section　of　the

cessation　of　the　transmigration　（nivrlti）．　That　type　of　dependent　origination

is　in　distinction　to　the　usual　form　of　dependent　origination　consisting　of

12　members　in　both　sections．　The　original　form　of　this　group　of　stttras　is

usually　called　“the　Satra　of　the　old　Town”．　The　theory　of　dependent

origination　eontained　in　this　sittra　suggests　the　clarification　of　1）　the

process　of　how　the　ten－membered　dependent　origination　developed　into

that　of　12　members，　and　2）　the　process　of　how　the　theory　of　ground　con－

sciousness　（dlapaavijn’dina）　came　to　be　estab1ished　out　of　the　theory　of

dependent　origination　by　the　Yogacara　philosophers．　The　author　of　the

present　paper　1）　collects　18　sittras　and　treatises　which　contain　or　refer　to

the　theory　of　dependent　orlgination　of　the　“SUtra　of　the　o1d　Town”；　2）

introduces　and　analyses　argulnents　エnade　by　ancient　SarvAstivtida　and

Yogacara　philosophers　concerning　this　specific　type　of　dependent　origina－

tion；　and　3）　discusses　how　IVIahayana　Buddhists，　especially　Yogacarins，
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transcended　the　doctrine　of　transmigration　by　means　of　thelr　idealism　that

the　world　of　transmigration　is　none　other　than　apparitions　ottt　of　ground

consclousness．

Das　Problem　des　Fragens　im　Hiobbuch

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　von　Wataru　Mizugaki

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　ordinarius　der

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Wissenschaft　des　Christentums，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　an　der　philosophischen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fakultat　der　Kyoto　Universittit

　　Im　Hiobbuch　handelt　es　sich　nicht　um　irgendeine　Frage，　z．　B．　die

Theodizeefrage，　sondern　um　das　Fragen　selbst．

　　Hiob　fragt　Jahwe　nach　dem　“Warum”　seines　vermeintlich　ungerechtfer一

tigten　Leidens，　als　der　Weise，　der　aufgrund　des　vorgegebenen　Gottesver－

haltnisses　seinen　eigenen　Standpunkt　redend　und　argumentierend　zu

behaupten　sucht．　Diese　Selbstbehauptung，　die　in　der　“Warum”一Frage

steckt，　mu8　scheitern，　weil　das　Gottesverhtiltnis　“ohne　Grund”　ist　（Hi．　1，

9；　cf．　2，　3），　und　weil　dlese　Selbstbehauptung，　die　aus　dem　Standpunkt

de3　Redens　entspringt，　den　in　sich　widersprechenden　Anspruch　erhebt：

“lch　rede，　also　schweige！”．　Wtihrend　Hiob　die　Antwort　auf　die　“Wo”一

Frage　Gottes　（c£　Gen．　3，　9）　im　voraus　verweigert　und　sagt：　“lch　bin　nicht

da”　（Hi．　7，　8．　21；　cf．　10，　19），　beansprucht　er　doch　zugleich，　dats　Gott　sich

ihm　stellen，　also　ihm　antworten　soll．　Das　ist　der　Grundwiderspruch　im

Standpunkt　des　Redens　bzw．　des　Fragens．　Dieser　Tatbestand　bedeutet，　daB

Hiob　nicht　mehr　in　der　Lage　ist，　Fragen　zu　stellen，　sondern　dats　er　selber

die　Frage　geworden　ist．

　　Die　L6sung　wird　von　dem　einfachen　Sprechen　Jahwes，　d．　h．　dem　Fragen
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